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は
じ
め
に

紫
禁
城
は
清
朝
の
首
都
北
京
の
核
心
的
な
区
域
で
あ
り
、
専
制
君
主
た
る
皇
帝
が
起
居
し
、
政
務
を
執
り
行
う
統
治
上
の
最
も
重
要
な
空

間
で
あ
る
。
紫
禁
城
は
現
在
の
故
宮
博
物
院
で
あ
り
、
護
城
河
の
筒
子
河
と
城
壁
の
紅
牆
が
宮
殿
群
を
外
部
か
ら
遮
断
し
、
午
門
・
神
武
門
・

東
華
門
・
西
華
門
の
四
門
よ
り
城
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
を
指
す
。
北
京
内
外
城
の
建
物
は
粗
煉
瓦
造
り
で
あ
る
が
、
紫
禁
城

内
の
建
築
物
は
木
造
で
あ
り
、
内
外
城
に
比
し
て
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
紫
禁
城
の
防
火
対
策
は
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

小
稿
は
筆
者
の
清
代
北
京
消
防
組
織
研
究
の
一
環
と
し
て
、
皇
帝
が
起
居
し
政
務
を
執
り
行
っ
て
い
た
紫
禁
城
内
に
お
け
る
消
防
組
織
に
つ

い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る （
１
）。

防
火
問
題
の
重
要
性
ゆ
え
に
、
清
代
北
京
内
外
城
の
防
火
問
題
に
比
較
し
て
、
紫
禁
城
内
の
防
火
に
関
す
る
研
究
は
多
い
。
劉
宝
健
は
紫

禁
城
の
防
火
器
具
・
防
火
建
築
・
防
火
機
構
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
紫
禁
城
で
は
銅
缸
が
三
〇
八
口
設
け
ら
れ
、
西
洋
式
の
激
桶
（
消
火

ポ
ン
プ
、
ま
た
機
桶
）
が
製
造
使
用
さ
れ
て
い
た
。
防
火
用
水
は
内
禁
水
河
と
井
戸
か
ら
取
水
し
、
防
火
牆
と
風
火
檐
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

遅
く
と
も
康
熙
年
間
中
期
に
宦
官
か
ら
な
る
防
火
班
が
設
け
ら
れ
、
宮
殿
内
の
巡
邏
と
消
火
を
担
当
し
た
と
す
る （
２
）。
毛
憲
民
は
、
雍
正
帝

堀

地 

明

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
（
堀
地
）

－31－



が
宮
中
消
防
を
重
視
し
、
雍
正
五
（
一
七
二
七
）
年
に
紫
禁
城
に
火
班
が
組
織
さ
れ
、
防
火
制
度
を
整
え
た
と
し
、
雍
正
帝
の
宮
中
消
防
に

対
す
る
施
策
を
高
く
評
価
す
る （
３
）。
張
艶
麗
は
宮
殿
も
含
め
た
北
京
地
区
に
お
け
る
嘉
慶
帝
の
消
防
施
策
を
考
察
し
、
嘉
慶
帝
が
都
市
消
防

を
制
度
化
・
規
範
化
し
た
評
価
す
る （
４
）。
各
朝
代
毎
の
研
究
は
前
後
の
時
代
と
の
比
較
的
考
察
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
や
や
も
す
る
と
歴
代

皇
帝
の
施
策
の
高
評
価
に
陥
り
や
す
く
、
清
代
を
通
し
て
紫
禁
城
の
消
防
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
、
歴
代
の
消
防
上
の
課
題
は
何
で
あ
っ
た

の
か
、
民
間
の
消
防
組
織
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
。

小
稿
で
は
、「
紫
禁
城
内
火
班
」（
火
班
と
略
記
）
と
称
す
る
消
防
組
織
の
変
遷
を
追
跡
す
る
。
紫
禁
城
内
火
班
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究

で
は
、
そ
の
存
在
が
記
述
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
組
織
上
の
問
題
や
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
決
し
て
十
分
に
議
論
さ
れ
分
析
さ
れ
た
と
は
言
え

な
い
。
本
稿
で
は
、
紫
禁
城
内
火
班
に
関
す
る
章
程
の
分
析
を
通
じ
て
、
火
班
の
組
織
的
変
遷
を
追
跡
し
た
い
。
通
史
的
研
究
方
法
こ
そ
が
、

先
行
研
究
の
限
界
を
乗
り
越
え
、
紫
禁
城
消
防
組
織
の
一
班
を
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
行
論
の
最
初
で
紫
禁
城
の
火
災
発
生
一
覧

を
提
示
し
、
雍
正
年
間
に
お
け
る
火
班
の
成
立
を
論
じ
る
。
次
に
嘉
慶
年
間
の
火
班
強
化
策
を
論
じ
る
。
最
後
に
光
緒
一
四
（
一
八
八
八
）

年
一
二
月
の
貞
度
門
火
災
後
の
火
班
改
革
を
議
論
す
る
。
使
用
す
る
主
要
史
料
は
軍
機
処
録
副
奏
摺
と
内
務
府
檔
案
で
あ
る
。
紀
天
斌
主
編

『
故
宮
消
防
』
に
は
、
史
事
録
要
と
し
て
明
清
期
の
宮
殿
火
災
・
防
火
組
織
・
防
火
設
備
等
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
本
研
究
に
は
非
常

に
有
益
で
あ
る （
５
）。

一
　
紫
禁
城
内
の
火
災
と
紫
禁
城
内
火
班
の
成
立

「
清
代
紫
禁
城
火
災
年
表
」
は
官
書
と
新
聞
よ
り
収
集
し
た
火
災
一
五
件
の
一
覧
で
あ
る
が
、
一
六
四
四
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
の
二
六

七
年
間
に
お
い
て
、
一
八
年
に
一
回
の
割
合
で
火
災
が
発
生
し
て
い
る （
６
）。
火
災
史
料
が
網
羅
的
な
光
緒－

宣
統
年
間
（
一
八
七
五
～
一
九

一
一
）
の
三
六
年
間
に
お
け
る
、
内
城
と
外
城
の
年
間
火
災
平
均
発
生
件
数
が
九
件
で
あ
る
の
と
比
す
る
と （
７
）、
紫
禁
城
内
の
火
災
の
発
生

件
数
は
か
な
り
少
な
い
。「
清
代
紫
禁
城
火
災
年
表
」
よ
り
、
消
火
活
動
に
従
事
し
皇
帝
よ
り
表
彰
さ
れ
た
者
は
多
数
を
数
え
、
咸
豊
八
（
一
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八
五
八
）
年
の
順
貞
門
内

火
災
で
は
七
〇
二
人
、
同

治
八
（
一
八
六
九
）
年
の

武
英
殿
火
災
で
は
三
四
五

二
人
が
表
彰
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
紫
禁
城
で
火

災
が
発
生
す
る
と
、
値
班

で
な
い
王
公
大
臣
・
官

僚
・
官
兵
も
火
災
発
生
を

知
り
、
紫
禁
城
へ
馳
せ
参

じ
消
火
活
動
に
参
加
し
た

た
め
で
あ
る
。
同
時
に
紫

禁
城
内
の
消
火
活
動
は
、

駆
け
つ
け
た
多
く
の
人
々

で
非
常
に
混
雑
し
、
時
に

は
円
滑
な
消
火
活
動
を
妨

げ
る
こ
と
に
も
な
る
。

明
代
北
京
の
火
災
と
消

防
を
論
じ
た
邱
仲
麟
に
よ

る
と
、
明
代
紫
禁
城
の
火

清代紫禁城火災年表
年　月　日 地 点 火 災 の 状 況 出　典

康熙18年12月３日丑時 1679 太和殿 西膳房から出火、後後門・中右門・
西斜楼、正殿・東斜楼に延焼。

『康熙起居注』   
1-407

乾隆26年８月 1761 寿安宮 深夜に正殿前檐遮陽片が失火、乾
隆帝は宦官の不審火を疑う。

『高宗実録』642

　　48年６月３日 1783 体仁閣 亥の刻に落雷により失火、翌４日
寅刻に鎮火。

『高宗実録』1182

　　55年５月11日 1790 西華門内 値班官員の火の不始末で清茶房外
果房より失火、房屋85間に延焼。

『高宗実録』1354

嘉慶２年10月21日 1797 乾清宮 宦官の不注意のため、乾清宮交泰
殿で火災。

『嘉慶道光両朝上
諭檔』2-800

　　８年閏２月 1803 炭庫 深夜に失火、護軍と火班が消火。 『仁宗実録』109
　　24年10月19日 1819 文潁館 厨房の煤爐の火の粉が廃紙に引火

し失火。消火従事者69人を表彰。
『仁宗実録』363

道光２年４月 1822 御書処 値班の匠役の不注意で失火。消火
従事者104人を表彰。

『宣宗実録』34

　　　　12月24日亥刻 内閣 漢標箋処の値宿者の不注意で失火、
王大臣・歩軍統領衙門・内務府が
消火。

『宣宗実録』47

咸豊８年２月17日 1858 順貞門内 火を戒めず失火。消火従事者702人
を表彰。

『咸豊同治両朝上
諭檔』8-157

　　　　３月 景運門内 南房屋失火。 『中国火災大典』
1432

同治８年６月22日 1869 武英殿 官役の不注意のため失火、30間を
延焼。消火従事者3,452人を表彰。

『穆宗実録』261

　　９年１月17日寅刻 1870 神武門内 敬事房失火、侍衛・章京・司員が
消火。

『穆宗実録』275

光緒14年12月25日４鼓 1889 太和門 値班の火鉢の火が風に吹かれ貞度
門と庫房、太和門が燃える。王公
約160人・神機営と歩軍統領衙門の
兵丁・蘇拉・水会等が消火従事者
として表彰される。

『申報』光緒15年
１月14日

　　27年４月18日 1901 武英殿 雷雨により武英殿失火、歴朝の冊
籍が灰燼に帰す。

『申報』光緒27年
４月12日・28日
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災
は
三
五
件
で
あ
り
、
高
さ
の
あ
る
宮
殿
と
城
楼
は
火
災
が
発
生
す
る
と
、
明
代
の
消
火
設
備
で
は
消
火
は
難
し
く
、
手
を
束
ね
て
策
な
し

で
あ
っ
た （
８
）。
王
銘
珍
の
研
究
に
よ
る
と
、
明
代
の
永
楽
一
二
（
一
四
一
四
）
年
か
ら
崇
禎
末
年
（
一
六
四
四
）
ま
で
の
二
三
〇
年
間
に
四

七
件
の
火
災
が
発
生
し
、
五
年
に
一
件
の
割
合
で
あ
っ
た
。
清
代
紫
禁
城
の
火
災
発
生
件
数
は
明
代
に
比
し
て
少
な
い
。
清
代
に
お
い
て
火

災
が
減
少
し
た
要
因
は
清
朝
の
防
火
対
策
強
化
に
あ
り
、
①
宮
殿
の
防
火
建
築
を
改
善
し
防
火
牆
（
防
火
壁
）
を
設
け
た
こ
と
、
②
失
火
と

放
火
に
対
す
る
刑
罰
を
死
刑
に
ま
で
の
厳
罰
化
し
た
こ
と
、
③
内
禁
水
河
の
通
水
を
管
理
し
、
水
龍
（
消
火
ポ
ン
プ
）
と
水
缸
を
設
置
す
る

等
の
防
火
施
設
を
増
設
し
た
こ
と
、
④
宮
中
巡
邏
制
度
を
強
化
し
消
防
組
織
を
設
立
し
た
こ
と
の
四
点
を
挙
げ
る
。
康
煕
帝
と
雍
正
帝
は
防

火
対
策
を
重
視
し
、
と
り
わ
け
て
も
雍
正
帝
は
三
大
殿
（
太
和
殿
・
中
和
殿
・
保
和
殿
）
と
乾
清
宮
・
坤
寧
宮
・
東
六
宮
・
西
六
宮
等
で
炊

事
場
に
近
接
し
た
木
造
建
築
を
琉
璃
瓦
と
琉
璃
煉
瓦
に
改
築
し
て
防
火
牆
と
し
、
そ
の
長
さ
は
少
な
く
と
も
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た （
９
）。

皇
帝
が
起
居
す
る
紫
禁
城
は
厳
重
に
警
備
さ
れ
て
い
た
。
紫
禁
城
を
警
守
し
て
い
た
の
は
、
侍
衛
処
・
護
軍
営
・
内
務
府
三
旗
包
衣
各
営
・

神
機
営
で
あ
っ
た
。
侍
衛
は
上
三
旗
（
正
黄
・
鑲
黄
・
正
白
）
の
武
芸
に
秀
で
た
者
よ
り
選
抜
さ
れ
、
皇
帝
と
御
前
を
警
護
し
、
額
設
数
は

一
二
六
六
人
で
あ
っ
た
。
護
軍
営
は
紫
禁
城
の
最
も
主
要
な
守
衛
部
隊
で
あ
り
、
満
蒙
八
旗
の
若
く
て
武
芸
に
長
け
た
者
一
万
五
〇
〇
〇
人

を
選
び
、
門
禁
を
司
り
宮
中
の
守
備
を
担
当
し
た
。
内
務
府
三
旗
包
衣
各
営
は
内
務
府
包
衣
護
軍
・
驍
騎
・
前
鋒
三
営
で
あ
り
、
内
務
府
大

臣
が
統
轄
し
た
。
包
衣
護
軍
は
宮
門
の
守
衛
を
担
い
、
そ
の
数
は
一
二
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。
包
衣
驍
騎
の
一
部
は
三
一
処
で
値
班
し
紫
禁
城

を
守
備
し
た
。
包
衣
前
鋒
営
は
宮
中
の
馬
を
管
理
し
た
。
神
機
営
は
咸
豊
一
一
（
一
八
六
一
）
年
に
設
け
ら
れ
、
満
蒙
漢
の
精
鋭
兵
よ
り
一

万
人
を
選
抜
し
紫
禁
城
の
守
備
に
あ
た
っ
た
。
皇
帝
は
宮
中
に
お
け
る
唯
一
に
し
て
最
高
の
主
人
で
あ
り
、
警
衛
諸
機
構
を
独
占
的
に
統
轄

す
る
た
め
、
宮
中
を
警
護
す
る
統
一
的
な
機
構
を
設
置
し
な
か
っ
た
。
警
衛
諸
機
構
の
大
臣
間
に
は
上
下
関
係
や
統
属
関
係
は
な
く
、
各
機

構
は
皇
帝
に
対
し
て
の
み
責
任
を
負
い
、
各
機
構
間
は
時
に
は
牽
制
し
あ
い
、
一
つ
の
機
構
が
宮
中
警
衛
の
権
限
を
独
占
的
に
掌
握
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
諸
警
衛
機
構
は
昼
夜
を
問
わ
ず
、
皇
帝
の
起
居
を
取
り
ま
き
、
内
廷
と
外
朝
、
午
門
・
東
華
門
・
西
華
門
・
神
武
門
・
景

運
門
・
隆
宗
門
を
分
担
し
て
警
護
し
、
雍
正
五
年
の
値
班
者
数
は
一
二
八
八
人
で
あ
っ
た （
10
）。

紫
禁
城
は
夜
間
の
灯
火
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
康
熙
一
八
（
一
六
七
九
）
年
一
二
月
三
日
に
上
諭
が
降
り
、
火
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は

東
洋
史
論
集
四
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必
ず
看
守
を
配
置
し
て
火
の
番
を
さ
せ
、
一
時
的
に
看
守
が
不
在
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、
か
つ
内
府
務
総
管
が
常
に
巡
察
す
る
よ
う
に
命

じ
ら
れ
た （
11
）。
看
守
は
宦
官
が
任
じ
、
火
燭
を
管
理
せ
ず
看
守
を
怠
る
と
、
首
領
太
監
は
月
銀
四
ヶ
月
分
を
支
給
さ
れ
ず
、
太
監
は
重
積
四

〇
板
の
罰
を
受
け
た （
12
）。

順
治
初
年
（
一
六
四
〇
年
代
）
に
八
旗
内
に
消
防
を
司
る
八
旗
火
班
が
八
処
設
け
ら
れ
た
。
各
処
の
火
班
は
満
蒙
漢
三
旗
の
都
統
な
い
し

は
副
都
統
一
名
、
参
領
以
下
の
官
一
〇
人
、
兵
八
〇
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
八
処
で
計
七
二
八
名
で
あ
っ
た
。
火
班
は
宿
直
し
失
火
が
あ
る
と
、

都
統
等
が
半
数
の
官
兵
四
〇
名
を
率
い
て
鎮
火
に
向
か
い
、
残
り
の
半
数
は
待
機
し
た
。
雍
正
八
（
一
七
三
〇
）
年
に
内
城
で
の
火
災
は
旗

分
に
応
じ
た
担
当
区
域
が
定
め
ら
れ
、
東
南
は
正
藍
旗
と
鑲
白
旗
、
西
南
は
鑲
藍
旗
と
鑲
紅
旗
、
東
北
は
鑲
黄
旗
と
正
白
旗
、
西
北
は
正
黄

旗
と
正
紅
旗
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
皇
城
内
は
毎
翼
二
旗
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歩
軍
は
失
火
を
発
見
す
る
と
、
近
く
の
八
旗
に
報

知
し
た （
13
）。

嘉
慶
一
九
（
一
八
一
四
）
年
の
御
前
大
臣
綿
課
等
の
奏
摺
に
よ
れ
ば
、
雍
正
五
（
一
七
二
七
）
年
に
紫
禁
城
内
に
お
い
て
消
防
を
担
当
す

る
専
門
組
織
の
紫
禁
城
内
火
班
が
設
け
ら
れ
た
。
紫
禁
城
内
火
班
は
官
兵
一
〇
〇
名
か
ら
な
り
、
激
桶
（
消
火
ポ
ン
プ
）
を
備
え
て
い
た
。

官
兵
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
正
規
の
兵
士
で
あ
る
満
洲
旗
人
で
あ
る
。
火
班
構
成
員
の
内
訳
は
、
歩
軍
校
二
・
歩
甲
四
〇
・
護
軍
八
・
内

務
府
の
坡
甲
と
蘇
拉
四
〇
・
鑾
儀
衛
校
尉
一
〇
で
あ
り
、
各
衙
門
よ
り
の
混
成
部
隊
で
あ
っ
た
。
蘇
拉
と
は
、
満
洲
語
の
閑
散
を
意
味
し
、

内
務
府
の
官
職
の
な
い
旗
人
で
、
宮
中
で
各
種
の
雑
役
に
従
事
し
た （
14
）。
乾
隆
四
八
（
一
七
八
三
）
年
、
紫
禁
城
内
火
班
は
辦
事
協
尉
一
・

歩
甲
六
〇
・
鑾
儀
衛
官
一
・
校
尉
二
〇
名
を
増
員
し
、
計
一
八
二
名
と
な
り
、
宿
直
す
る
官
兵
の
人
数
を
毎
日
乾
清
門
内
右
門
の
侍
衛
班
領

処
に
届
け
出
て
、
値
班
の
侍
衛
と
内
大
臣
が
稽
査
し
た
。
火
災
が
発
生
す
れ
ば
、
総
管
首
領
太
監
が
乾
清
門
内
右
門
の
侍
衛
班
領
処
に
知
ら

せ
、
火
班
官
兵
に
伝
達
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た （
15
）。

こ
の
雍
正
五
年
の
紫
禁
城
内
火
班
の
成
立
に
関
し
て
は
、
同
時
代
史
料
と
し
て
雍
正
五
年
二
月
の
旨
と
議
覆
が
『
欽
定
総
管
内
務
府
現
行

則
例
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
雍
正
五
年
二
月
、
雍
正
帝
は
外
辺
各
処
に
は
防
範
火
具
が
設
置
し
て
あ
る
が
、
紫
禁
城
内
は
よ
り
重
要
な
地

で
あ
り
、
人
を
派
遣
し
て
火
燭
の
防
範
に
勤
め
よ
と
命
じ
た
。
続
い
て
、
東
華
門
外
と
西
華
門
外
に
は
防
火
歩
兵
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
（
堀
地
）

－35－



の
防
火
歩
兵
か
ら
熟
練
者
を
選
出
し
て
紫
禁
城
内
で
防
火
の
任
に
充
当
し
、
ど
こ
に
配
置
す
る
の
か
に
つ
い
て
永
続
的
な
方
策
を
具
奏
す
る

よ
う
に
命
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
華
門
と
西
華
門
外
に
は
防
火
歩
兵
が
配
置
さ
れ
お
り
、
雍
正
帝
は
こ
の
防
火
歩
兵
を
紫
禁
城
内
に
配
置
換

え
し
、
そ
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
臣
下
に
覆
奏
を
求
め
た （
16
）。

議
覆
に
よ
る
と
、
防
火
人
員
は
一
〇
〇
名
で
一
班
を
形
成
す
る
。
そ
の
内
訳
は
、
歩
軍
よ
り
歩
軍
校
二
名
と
歩
軍
四
〇
名
、
内
務
府
の
該

班
（
防
火
班
）
よ
り
護
軍
八
名
と
坡
甲
人
二
〇
名
、
及
び
蘇
拉
二
〇
名
、
鑾
儀
衛
の
該
班
（
防
火
班
）
よ
り
一
〇
名
で
あ
り
、
歩
軍
と
内
務

府
・
鑾
儀
衛
の
三
つ
の
機
構
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
定
の
期
間
、
紫
禁
城
内
火
班
に
出
仕
し
防
火
に
備
え
る （
17
）。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

宮
廷
を
警
備
す
る
三
つ
の
機
構
は
そ
れ
ぞ
れ
防
火
班
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
欽
定
総
管
内
務
府
現
行
則
例
』
の
雍
正
五
年
の
上
諭
と

議
覆
に
は
、「
紫
禁
城
内
火
班
」
と
い
う
名
称
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
綿
課
に
な
ら
い
紫
禁
城
内
火
班
の
呼
称
を
用
い
る
。

防
火
監
視
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
慈
寧
宮
正
門
で
毎
日
防
火
班
の
司
官
と
内
管
領
が
管
轄
す
る
体
制
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
総
管
内
務
府
大

臣
・
護
軍
統
領
・
掌
鑰
匙
護
軍
参
領
を
加
え
て
共
同
で
防
火
監
視
を
担
当
さ
せ
る
。
火
災
が
発
生
し
集
合
す
る
際
に
は
、
総
管
内
務
府
大
臣
・

領
侍
衛
大
臣
・
散
秩
大
臣
が
防
火
班
の
司
官
・
内
管
領
等
を
統
率
し
、
太
和
門
防
火
班
の
侍
衛
什
長
等
三
名
は
親
軍
二
〇
名
を
統
率
し
火
災

発
生
地
点
に
向
か
う
。
宮
殿
や
宮
門
に
は
防
火
班
が
設
け
ら
れ
、
防
火
監
視
活
動
が
展
開
さ
れ
、
火
災
時
の
消
火
出
動
に
備
え
た
。
紫
禁
城

内
太
和
殿
・
中
和
殿
・
体
仁
閣
・
弘
義
閣
・
午
門
・
景
運
門
・
隆
宗
門
・
後
左
門
・
後
右
門
・
中
左
門
・
中
右
門
・
神
武
門
・
東
華
門
・
西

華
門
の
重
要
な
一
四
地
点
は
警
備
継
続
の
た
め
護
軍
を
火
事
場
に
派
遣
し
な
い
。
左
翼
門
等
の
二
三
地
点
の
護
軍
は
各
二
名
、
計
四
六
名
を

出
し
、
護
軍
統
領
か
掌
鑰
匙
護
軍
参
領
が
四
六
名
を
帯
同
し
て
火
事
場
に
向
か
う
。
各
処
に
配
備
す
る
防
火
器
具
は
必
要
数
量
を
製
作
す
る
。

防
火
器
具
の
置
場
と
防
火
人
員
の
詰
所
は
、
咸
安
宮
（
内
廷
外
西
路
、
慈
寧
宮
の
西
）
前
牆
西
の
空
地
に
二
五
間
の
板
房
を
建
築
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
防
火
器
具
の
受
領
と
更
換
の
方
法
を
定
め
た
。
乾
隆
元
（
一
七
三
六
）
年
一
一
月
、
防
範
人
員
の
詰
所
は
寿
康
宮
西
牆
外

に
移
さ
れ
、
値
宿
参
領
の
管
轄
に
改
め
ら
れ
た （
18
）。

雍
正
五
年
に
組
織
さ
れ
た
紫
禁
城
内
火
班
は
歩
軍
・
内
務
府
・
鑾
儀
衛
の
三
機
構
の
防
火
班
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
ら
か
ら
人
員
計
一
〇
〇

名
を
出
向
さ
せ
て
設
置
さ
れ
、
咸
安
宮
周
辺
に
詰
所
を
設
け
た
。
紫
禁
城
内
火
班
の
設
置
に
よ
り
、
防
火
監
視
と
消
火
出
動
の
体
制
が
強
化

東
洋
史
論
集
四
七
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さ
れ
て
お
り
、
紫
禁
城
内
火
班
の
設
置
は
防
火
監
視
の
一
環
で
あ
っ
た
。
雍
正
五
年
設
置
の
紫
禁
城
内
火
班
に
は
激
桶
等
の
消
火
器
具
に
関

す
る
言
及
が
少
な
い
が
、
こ
れ
は
火
燭
へ
の
監
視
強
化
が
最
重
視
さ
れ
、
消
火
器
具
を
用
い
た
消
火
活
動
は
次
要
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。

紫
禁
城
は
皇
帝
が
起
居
し
政
務
を
執
り
行
う
重
地
で
あ
り
、
城
内
各
門
に
は
門
禁
が
施
行
さ
れ
、
許
可
さ
れ
た
者
の
み
が
を
門
を
通
過
し

て
紫
禁
城
内
に
進
入
（
進
内
・
入
内
）
で
き
た
。
官
員
と
武
官
は
職
位
に
応
じ
て
出
入
り
す
る
門
と
従
者
の
数
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
紫
禁

城
内
で
働
く
書
吏
や
雑
役
従
事
者
（
茶
役
・
厨
役
・
匠
役
等
）
は
、
内
務
府
が
発
給
し
た
記
名
入
り
の
腰
牌
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
、
紫
禁
城

内
に
出
入
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た （
19
）。
紫
禁
城
内
で
火
災
が
発
生
す
れ
ば
、
駆
け
つ
け
消
火
や
火
班
官
兵
の
消
火
活
動
の
た
め
に
、

開
門
と
進
内
が
問
題
と
な
る
。

乾
隆
二
六
（
一
七
六
一
）
年
九
月
四
日
夜
、
寿
安
宮
（
内
廷
外
西
路
、
慈
寧
宮
の
西
）
で
日
避
け
用
の
蓆
よ
り
出
火
し
、
宮
殿
の
外
で
巡

邏
し
て
い
た
護
軍
が
火
を
発
見
し
急
ぎ
開
門
を
求
め
た
が
、
首
領
太
監
は
開
門
せ
ず
、
自
分
た
ち
で
鎮
火
し
よ
う
と
し
た
。
幸
い
発
火
し
た

蓆
は
容
易
に
消
火
で
き
た
。
し
か
し
、
も
し
も
火
勢
が
や
や
強
く
、
消
火
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
、
よ
う
や
く
開
門
す
る
の
で
は
遅
く
、
太

監
の
開
門
し
な
い
罪
は
失
火
の
罪
よ
り
も
重
大
で
あ
っ
た
。
太
監
は
宮
禁
（
宮
門
の
開
閉
に
関
す
る
禁
令
）
が
厳
格
な
た
め
、
独
断
で
開
門

し
な
い
こ
と
を
口
実
と
し
て
い
た
。
乾
隆
帝
は
、
太
監
は
寿
安
宮
が
皇
太
后
の
生
誕
祝
賀
の
た
め
に
新
築
し
た
宮
殿
あ
る
こ
と
を
理
解
せ
ず
、

宮
殿
内
に
関
防
や
貯
物
は
な
い
の
で
、
失
火
時
に
は
開
門
し
宮
殿
外
の
人
を
中
に
入
れ
て
消
火
活
動
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
今
後
宮
内
と
園
庭
で
火
災
が
発
生
し
た
時
は
、
内
務
府
総
管
が
直
ち
に
開
門
し
て
外
部
の
人
を
宮
内
に
入
れ
消
火
せ

よ
、
直
ち
に
開
門
し
な
い
場
合
、
総
管
等
を
重
く
罰
せ
よ
と
の
諭
旨
を
下
し
た （
20
）。
乾
隆
四
八
（
一
七
八
三
）
年
一
一
月
八
日
の
聖
諭
で
、

乾
隆
帝
は
内
務
府
総
管
に
対
し
、
宮
内
で
火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、
総
管
が
直
ち
に
開
門
し
、
門
外
の
王
公
大
臣
を
紫
禁
城
内
に
進
内
さ

せ
て
消
火
に
従
事
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
ま
た
、
門
外
に
い
る
人
を
遠
回
り
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
開
門
は
火
事
場
か
ら
直
近
の
門
を
開
放
し

て
遅
滞
な
き
よ
う
に
も
命
じ
て
い
る （
21
）。
乾
隆
帝
は
火
災
時
の
開
門
の
権
限
を
内
務
府
総
管
に
与
え
、
迅
速
な
火
災
対
応
を
は
か
っ
た
。

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
（
堀
地
）
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二
　
嘉
慶
年
間
の
門
禁
強
化
と
紫
禁
城
内
火
班

（
一
）
門
禁
強
化
と
嘉
慶
一
九
年
火
班
章
程

嘉
慶
帝
の
時
代
に
な
る
と
、
火
災
発
生
時
の
門
禁
は
厳
格
化
さ
れ
た
。
嘉
慶
一
〇
（
一
八
〇
五
）
年
六
月
、
嘉
慶
帝
は
臣
下
が
進
呈
し
た

宮
史
続
編
の
乾
隆
四
八
年
聖
旨
を
閲
読
し
、
火
災
時
に
内
務
府
総
官
が
皇
帝
の
旨
な
し
で
開
門
し
、
紫
禁
城
外
か
ら
消
火
従
事
者
を
進
内
さ

せ
る
方
式
を
「
稽
考
な
く
体
制
に
非
ず
」
と
強
く
批
判
し
た
。
嘉
慶
帝
は
、
嘉
慶
二
（
一
七
九
七
）
年
の
乾
清
宮
火
災
時
に
、
多
く
の
人
が

紫
禁
城
内
に
入
り
非
常
に
混
雑
し
、
漢
軍
坡
甲
一
名
が
退
城
せ
ず
、
紫
禁
城
内
に
二
日
間
潜
ん
で
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ
問
題
視
し
た
。
次

い
で
、
嘉
慶
帝
は
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の
開
門
方
法
を
改
め
た
。
す
な
わ
ち
、
火
災
発
生
時
に
は
、
皇
帝
が
ど
こ
の
宮
門
を
開
放
す
る
の

か
、
誰
に
配
下
の
者
を
率
い
て
進
内
し
鎮
火
さ
せ
る
か
の
旨
を
発
し
、
次
に
内
務
府
総
管
が
旨
に
従
っ
て
開
門
す
る
。
宮
門
を
管
理
す
る
大

臣
官
員
等
は
進
内
し
よ
う
と
す
る
王
公
大
臣
に
同
行
す
る
官
員
と
兵
役
の
人
数
を
報
告
さ
せ
、
確
認
後
に
進
内
さ
せ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
が
開

門
許
可
の
権
限
を
掌
握
し
、
紫
禁
城
内
の
防
衛
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
嘉
慶
帝
は
こ
の
変
更
を
総
監
太
監
に
伝
達
す
る
と
と
も

に
、
宮
史
に
記
録
さ
せ
永
久
に
遵
守
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る （
22
）。

嘉
慶
帝
の
紫
禁
城
内
に
お
け
る
門
禁
強
化
は
紫
禁
城
内
火
班
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
、
臣
下
に
対
し
て
火
災
報
知
と
消
火
出
動
た
め
の
進

内
の
具
体
的
方
策
の
策
定
を
面
諭
し
た
。
嘉
慶
一
九
（
一
八
一
四
）
年
五
月
一
八
日
に
御
前
大
臣
綿
課
を
筆
頭
と
す
る
一
二
人
は
連
名
で
火

班
章
程
全
五
条
を
上
奏
し
、
火
災
時
に
お
け
る
火
班
官
兵
等
の
進
内
の
詳
細
な
方
策
を
提
案
し
た
。
以
下
で
は
こ
の
嘉
慶
一
九
年
火
班
章
程

の
第
一
条
か
ら
第
四
条
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

第
一
条
は
火
災
発
生
時
に
お
け
る
宮
門
の
啓
開
と
入
内
（
紫
禁
城
内
へ
の
入
城
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
火
災
報
知
時
に
総
管
太
監
は
皇
帝

の
旨
に
従
い
、
ど
こ
の
宮
門
を
啓
開
す
る
の
か
を
値
班
の
奏
事
処
官
に
伝
え
、
昼
か
夜
を
問
わ
ず
、
乾
清
門
よ
り
侍
衛
班
領
に
伝
達
し
、
侍

衛
班
領
よ
り
火
班
官
兵
に
伝
え
て
集
合
さ
せ
、
激
桶
を
管
理
す
る
大
臣
官
員
に
率
い
ら
れ
入
内
が
許
さ
れ
る
。
値
班
の
前
鋒
統
領
と
護
軍
統
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領
は
開
門
す
る
宮
門
で
進
門
を
稽
査
し
、
管
門
大
臣
に
入
内
す
る
統
率
者
と
官
兵
の
人
数
を
通
知
し
、
管
門
大
臣
が
照
合
し
、
よ
う
や
く
紫

禁
城
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
出
門
時
も
入
門
時
の
人
数
を
照
合
す
る （
23
）。

こ
の
門
禁
解
除
の
方
策
に
対
し
て
、
嘉
慶
帝
は
火
班
官
兵
を
よ
り
迅
速
に
入
内
さ
せ
る
た
め
、
次
の
修
正
を
加
え
た
。
激
桶
を
管
理
す
る

大
臣
官
員
の
到
着
を
待
ち
、
火
班
官
兵
が
激
桶
を
携
え
て
進
内
す
る
の
で
は
遅
い
の
で
、
皇
帝
に
何
門
を
啓
開
す
る
の
か
を
請
旨
す
る
際
に
、

値
宿
（
宿
直
）
の
御
前
侍
衛
と
乾
清
門
侍
衛
よ
り
二
名
を
派
遣
し
、
啓
開
す
る
門
で
激
桶
を
携
え
た
官
兵
に
先
行
入
内
許
可
を
伝
え
、
続
い

て
激
桶
を
管
理
す
る
大
臣
官
員
を
入
内
さ
せ
る （
24
）。
紫
禁
城
内
で
火
災
が
発
生
し
、
消
火
活
動
の
た
め
に
宮
門
を
開
け
、
火
班
が
入
内
す
る

流
れ
は
、
皇
帝
の
開
門
の
旨－
総
管
太
監－

奏
事
処－

乾
清
門
侍
衛
・
御
前
侍
衛－

火
班－

管
門
大
臣
の
入
内
検
査－

紫
禁
城
内
で
あ
る
。

火
災
発
生
時
に
お
い
て
、
紫
禁
城
内
火
班
は
通
門
に
関
す
る
一
連
の
許
可
と
手
続
き
な
し
で
は
、
紫
禁
城
内
に
立
ち
入
っ
て
鎮
火
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

特
に
入
内
時
の
検
査
は
厳
重
で
あ
っ
た
。
火
班
章
程
の
第
二
条
と
第
四
条
は
、
火
班
兵
丁
等
の
入
内
時
の
管
理
を
定
め
て
い
る
。
火
班
の

兵
丁
は
前
例
に
従
い
、
内
務
府
か
ら
通
行
証
で
あ
る
腰
牌
を
発
給
さ
れ
た
。
さ
ら
に
内
務
府
は
別
の
木
牌
に
官
兵
の
人
数
を
記
し
、
臨
時
の

核
対
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た （
25
）。
火
班
官
兵
は
一
八
二
人
と
や
や
少
な
く
、
歩
軍
営
の
八
旗
激
桶
を
予
備
人
員
と
し
、
東
華
門
外
・

西
華
門
外
・
神
武
門
外
に
駐
留
さ
せ
、
火
班
の
不
足
を
補
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
八
旗
激
桶
は
各
旗
の
協
副
尉
・
歩
軍
校
が
統
率
し
、
内
務
府

が
予
め
発
給
し
た
腰
牌
（
各
旗
満
洲
一
〇
〇
、
蒙
古
と
漢
軍
各
五
〇
）
を
用
い
て
稽
査
す
る
。
各
旗
は
官
兵
数
を
記
載
し
た
木
牌
を
備
え
、

火
災
発
生
時
に
管
門
大
臣
が
入
内
を
稽
査
す
る （
26
）。

第
三
条
は
入
内
す
る
官
僚
の
人
数
制
限
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
紫
禁
城
内
で
火
災
が
発
生
す
る
と
、
満
漢
文
武
大
臣
が
一
同
に

集
ま
り
入
内
し
て
い
た
が
、
入
内
者
の
人
数
が
多
す
ぎ
、
か
え
っ
て
鎮
火
活
動
を
阻
害
し
た
。
そ
こ
で
、
満
洲
一
品
と
二
品
は
奏
明
不
要
で

入
内
さ
せ
る
が
、
満
洲
三
品
以
下
と
漢
一
品
以
下
は
入
内
さ
せ
な
い
。
内
廷
の
御
前
侍
衛
と
乾
清
門
侍
衛
の
値
班
者
は
自
己
判
断
で
活
動
せ

ず
、
値
班
し
て
い
な
い
侍
衛
も
入
内
さ
せ
、
と
も
に
鎮
火
に
従
事
す
る
。
侍
衛
四
名
は
啓
開
す
る
宮
門
に
留
ま
り
、
入
内
の
稽
査
を
補
佐
す

る
。
歩
軍
統
領
衙
門
官
員
・
左
右
翼
翼
尉
・
副
翼
尉
で
、
消
火
活
動
に
習
熟
し
て
い
る
者
は
、
職
名
を
通
知
後
に
入
内
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
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他
の
官
員
は
全
て
入
内
を
認
め
な
い （
27
）。
嘉
慶
帝
は
火
班
章
程
を
裁
可
し
、
内
閣
に
交
送
す
る
と
と
も
に
、
軍
機
大
臣
に
火
班
章
程
を
木
牌

に
録
写
し
宮
中
に
掲
示
す
る
よ
う
に
命
じ
た （
28
）。

嘉
慶
一
九
年
に
は
消
防
器
具
の
整
備
も
行
わ
れ
、
工
料
銀
一
九
一
一
両
が
費
や
さ
れ
た
。
内
務
府
は
内
務
府
三
旗
の
激
桶
一
三
〇
架
と
紫

禁
城
内
火
班
の
激
桶
八
架
の
計
一
三
八
架
の
内
、
修
理
す
る
べ
き
激
桶
を
一
三
六
架
と
算
出
し
た
。
内
務
府
と
紫
禁
城
内
火
班
の
激
桶
は
日

常
的
に
維
持
管
理
が
な
さ
れ
ず
、
消
火
活
動
の
実
地
使
用
に
堪
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
紫
禁
城
内
の
歩
軍
統
領
衙
門
の
西
洋
激
桶
で
修
理
す

べ
き
も
の
は
八
架
を
数
え
た （
29
）。

嘉
慶
一
九
年
の
紫
禁
城
内
火
班
章
程
は
、
嘉
慶
帝
の
門
禁
厳
格
化
を
背
景
に
火
災
発
生
時
に
お
け
る
宮
門
啓
開
の
方
法
と
火
班
兵
丁
の
入

内
、
及
び
王
公
と
官
僚
の
入
内
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
た
。
実
際
に
道
光
二
（
一
八
八
二
）
年
一
二
月
二
四
日
夜
の
午
門
内
東
側
の
内
閣
漢

標
箋
処
火
災
時
に
、
汲
桶
に
火
災
を
伝
え
る
際
、
火
災
現
場
か
ら
直
近
の
門
を
開
放
す
る
と
い
う
火
班
章
程
に
従
い
、
東
華
門
が
開
け
ら
れ
、

さ
ら
に
値
宿
の
官
員
が
機
転
を
利
か
せ
て
西
華
門
も
啓
開
さ
れ
た （
30
）。

（
二
）
嘉
慶
二
四
年
火
班
章
程
と
消
防
器
具
の
増
設

嘉
慶
二
四
（
一
八
一
九
）
年
一
〇
月
一
九
日
酉
刻
（
午
前
五
～
七
時
）、
紫
禁
城
西
華
門
内
北
側
の
文
頴
館
で
火
災
が
発
生
し
た
。
和
碩
莊

親
王
綿
課
・
托
津
・
英
和
等
の
値
宿
の
大
臣
が
歩
軍
統
領
衙
門
司
員
及
び
両
翼
翼
尉
と
と
も
に
官
兵
を
統
率
し
て
迅
速
に
消
火
に
あ
た
り
、

亥
刻
（
午
前
九
～
一
一
時
）
に
鎮
火
し
、
西
華
門
内
の
咸
安
宮
へ
の
延
焼
は
防
い
だ
も
の
の
、
大
小
房
屋
三
二
間
に
延
焼
し
た （
31
）。
失
火
の

原
因
は
厨
役
李
海
元
の
酩
酊
に
よ
る
火
の
不
始
末
で
あ
っ
た
。
李
海
元
は
外
城
に
買
い
物
に
出
か
け
、
酩
酊
し
て
紫
禁
城
に
戻
っ
て
き
た
が
、

煤
爐
の
火
の
管
理
を
怠
り
、
火
の
粉
が
書
櫃
に
燃
え
移
っ
た （
32
）。
火
災
発
生
時
、
多
く
の
王
大
臣
・
官
員
は
西
華
門
外
へ
急
行
し
た
が
、
内

廷
に
値
宿
し
て
い
た
大
臣
は
夜
間
の
た
め
、
門
禁
を
厳
格
に
守
り
、
西
華
門
外
に
集
ま
っ
た
王
公
大
臣
を
禁
城
内
に
導
き
入
れ
な
か
っ
た （
33
）。

し
か
し
、
西
華
門
外
で
多
く
の
大
臣
・
官
員
が
入
内
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
紫
禁
城
内
の
門
禁
は
値
班
の
前
鋒
統

領
と
護
軍
統
領
が
責
任
者
で
あ
り
、
文
頴
館
で
火
災
が
発
生
し
た
一
九
日
に
値
班
で
あ
っ
た
蘇
沖
阿
は
奉
旨
し
て
西
華
門
を
開
け
、
西
華
門
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で
開
門
を
官
員
と
兵
丁
に
曉
諭
し
、
入
内
す
る
者
と
阻
止
す
る
者
を
区
別
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
柵
欄
を
守
備
す
る
官
兵
は
自

己
判
断
で
一
人
と
し
て
西
華
門
を
通
過
さ
せ
ず
、
刀
背
で
王
公
大
臣
と
官
員
を
殴
打
し
た
。
嘉
慶
帝
は
、
緊
急
時
に
値
班
の
護
軍
統
領
が
現

場
で
責
任
を
持
っ
て
禁
門
の
出
入
を
管
理
す
る
よ
う
指
示
し
た （
34
）。

さ
ら
に
、
嘉
慶
帝
は
嘉
慶
二
四
年
一
〇
月
二
二
日
の
上
諭
に
お
い
て
、
西
華
門
の
官
兵
が
救
火
機
桶
（
消
火
ポ
ン
プ
）
さ
え
も
紫
禁
城
内

に
搬
入
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
紫
禁
城
で
失
火
が
あ
れ
ば
、
定
例
と
し
て
大
小
の
官
員
は
進
内
し
て
鎮
火
す
る
も

の
で
あ
る
。
今
次
の
文
頴
館
火
災
は
早
朝
で
も
あ
り
、
不
審
者
を
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
に
、
西
華
門
で
一
律
に
進
内
さ
せ
な
か
っ
た
と
の
意

見
に
対
し
て
、
嘉
慶
帝
は
王
公
大
臣
と
官
員
兵
丁
で
あ
れ
ば
、
不
審
者
を
見
分
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
一
律
入
内
さ
せ
な
い
理
由
に
は
な

ら
な
い
し
、
消
火
に
必
ず
必
要
な
機
桶
（
激
桶
）
を
搬
入
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
反
乱
と
同
じ
で
あ
る
と
断
じ
た
。
嘉
慶
帝
は
、
今
後
火
災

時
に
は
鎮
火
後
に
閉
門
す
る
こ
と
を
定
例
と
す
る
こ
と
、
紫
禁
城
内
各
処
に
配
備
さ
れ
た
機
桶
は
臨
機
応
変
に
借
用
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
担
当
大
臣
に
紫
禁
城
内
の
機
桶
の
台
数
を
調
査
し
、
不
足
が
あ
れ
ば
増
設
す
る
よ
う
に
命
じ
た （
35
）。

嘉
慶
二
四
年
一
一
月
七
日
、
歩
軍
統
領
英
和
と
総
管
内
務
府
は
一
〇
月
二
二
日
上
諭
に
対
す
る
覆
奏
に
お
い
て
、
再
び
火
班
章
程
を
提
案

し
裁
可
さ
れ
、
そ
の
全
文
が
内
府
務
檔
案
に
残
さ
れ
て
い
る （
36
）。
嘉
慶
二
四
年
火
班
章
程
は
、
一
〇
月
二
二
日
上
諭
で
下
問
さ
れ
た
紫
禁
城

内
の
機
桶
の
増
設
に
関
す
る
施
策
と
計
開
全
一
三
条
か
ら
な
る
。
計
開
は
第
一
条
か
ら
第
七
条
が
紫
禁
城
内
の
消
防
に
関
す
る
条
項
で
あ
り
、

第
八
条
か
ら
第
一
二
条
は
円
明
園
の
消
防
に
関
す
る
も
の
で
、
行
論
で
は
円
明
園
に
関
連
す
る
条
項
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

嘉
慶
二
四
年
火
班
章
程
の
計
開
第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
は
宮
門
の
開
門
と
進
内
の
方
法
、
及
び
進
内
者
の
掌
握
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
嘉
慶
一
九
年
火
班
章
程
と
同
様
で
あ
る
。
嘉
慶
二
四
年
火
班
章
程
は
紫
禁
城
内
外
に
お
け
る
機
桶
の
増
設
を
新
た
に
提
案
し
て
い

る
。
火
班
の
備
え
る
機
桶
の
額
設
数
は
八
架
、
官
兵
数
は
一
八
二
名
で
あ
る
。
火
災
に
対
応
す
る
た
め
、
火
班
の
機
桶
八
架
に
加
え
、
内
務

府
に
八
架
を
、
歩
軍
統
領
衙
門
に
四
架
を
増
置
し
て
合
計
二
〇
架
と
し
、
東
華
門
外
と
西
華
門
外
の
偏
吉
柵
欄
内
大
連
房
の
二
箇
所
に
配
備

す
る
。
他
に
内
務
府
三
旗
の
機
桶
四
架
は
坡
甲
人
と
蘇
拉
が
毎
日
値
宿
し
て
管
理
し
、
火
災
発
生
が
報
知
さ
れ
た
ら
、
開
門
し
直
ち
に
紫
禁

城
内
に
搬
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
た （
37
）。
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紫
禁
城
内
に
関
し
て
は
、
朱
旗
房
に
宿
直
す
る
坡
甲
人
に
激
桶
の
使
用
を
訓
練
さ
せ
、
内
務
府
三
旗
の
激
桶
を
紫
禁
城
内
に
配
備
し
た
。

紫
禁
城
内
に
は
三
二
の
朱
旗
房
が
あ
り
、
坡
甲
人
一
六
九
名
と
火
班
坡
甲
人
二
〇
名
が
毎
日
値
宿
し
て
い
た
。
こ
の
坡
甲
人
一
六
九
名
よ
り

強
壮
な
者
一
〇
〇
名
を
選
抜
し
、
激
桶
の
使
用
訓
練
を
施
し
、
火
災
発
生
時
に
備
え
る
。
内
府
務
三
旗
の
激
桶
は
額
設
で
一
三
〇
あ
る
が
、

そ
の
内
一
六
架
を
配
置
換
え
す
る
。
具
体
的
に
は
、
東
華
門
内
東
北
角
房
三
間
内
に
八
架
、
西
華
門
内
筒
子
河
の
旧
朱
旗
房
三
間
内
に
四
架

を
配
備
し
、
四
架
を
章
京
と
坡
甲
人
に
管
理
さ
せ
、
東
西
値
宿
の
副
参
領
に
使
用
す
る
境
界
を
管
轄
さ
せ
る
。
火
災
報
知
時
に
は
、
値
宿
の
坡

甲
人
は
激
桶
を
使
用
し
、
激
桶
を
操
作
で
き
る
坡
甲
人
は
副
参
領
と
章
京
の
指
揮
下
で
激
桶
を
使
用
し
、
内
務
府
護
軍
四
〇
名
も
協
力
す
る （
38
）。

紫
禁
城
内
で
機
桶
を
用
い
る
場
合
は
、
直
近
の
機
桶
を
配
置
し
て
あ
る
庫
の
官
員
が
管
門
大
臣
に
職
名
を
申
告
し
て
進
内
す
る （
39
）。
た
だ

し
、
内
務
府
の
各
司
員
は
庫
の
管
理
者
が
多
く
、
火
災
発
生
時
に
進
内
が
必
要
で
あ
る
が
、
進
内
者
が
過
多
と
な
る
と
、
か
え
っ
て
消
火
活

動
の
妨
げ
と
な
る
た
め
、
内
務
府
堂
郎
中
・
堂
主
事
等
の
伝
令
・
督
促
・
統
率
・
警
備
の
任
の
あ
る
者
の
み
に
入
内
を
認
め
る （
40
）。

同
治
一
〇
（
一
八
七
一
）
年
三
月
二
九
日
、
軍
機
処
は
内
務
府
と
歩
軍
統
領
衙
門
に
対
し
て
、
火
班
官
兵
の
値
班
と
住
宿
の
地
点
・
そ
の

人
数
・
汲
桶
等
の
消
防
器
具
の
数
量
を
問
い
合
わ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
務
府
上
三
旗
よ
り
編
成
し
た
火
班
官
兵
は
、
坡
甲
人
が
内
務

府
三
旗
新
槍
営
と
三
旗
陳
倉
営
に
お
い
て
輪
番
に
値
班
し
、
造
辦
処
南
門
外
以
西
で
値
宿
、
人
数
は
新
陳
両
槍
営
に
各
一
〇
人
で
計
二
〇
人
、

各
営
に
は
汲
桶
四
架
、
計
八
架
が
備
置
し
て
あ
る
と
回
答
し
て
い
る （
41
）。
歩
軍
統
領
衙
門
所
属
の
火
班
官
兵
は
、
固
山
逹
一
名
・
歩
軍
校
二

名
が
官
兵
一
〇
八
人
を
統
率
し
、
西
華
門
内
路
南
で
住
宿
し
て
い
た （
42
）。

消
防
器
具
に
関
し
て
は
「
器
具
清
単
」
が
あ
り
、
煩
瑣
で
あ
る
が
消
防
器
具
の
種
類
と
数
量
を
知
り
得
る
の
で
以
下
に
列
記
す
る
。
汲
桶

（
消
火
ポ
ン
プ
）
一
二
架
・
大
桶
一
六
支
・
庫
鎖
一
把
・
時
刻
牌
（
時
計
）
四
分
・
担
杖
鈎
二
二
付
・
火
籌
（
火
た
た
き
）
四
分
・
槓
子
二
四

根
・
弓
鉅
（
の
こ
ぎ
り
）
八
張
・
縄
子
一
五
〇
条
・
蜈
蚣
梯
（
は
し
ご
）
四
架
・
大
鉄
矛
七
架
・
鉄
練
四
架
・
小
火
鈎
一
六
把
・
龍
袱
一
二

塊
・
蹶
頭
二
把
・
銊
斧
四
把
・
大
梯
四
架
・
探
子
一
二
根
・
刨
斧
（
お
の
）
一
四
把
・
大
火
釵
六
把
・
大
絆
二
四
付
・
皮
銭
一
二
分
・
氷
鑹

一
六
把
・
毡
衣
一
二
件
・
柳
灌
一
六
個
・
杆
子
一
二
根
・
毡
帽
一
二
件
・
大
灌
四
〇
個
・
大
火
鈎
二
〇
把
・
燈
籠
一
六
個
・
大
矛
縄
（
な
わ
）

八
根
・
小
火
釵
六
把
・
麻
塔
（
火
た
た
た
き
）
三
六
根
・
水
笸
籮
（
お
け
）
八
個
・
大
桶
絆
一
〇
付
・
鑰
匙
一
二
把
・
千
斤
四
架 （
43
）
で
あ
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り
、
鋸
・
斧
・
縄
等
の
破
壊
消
火
に
用
い
る
器
具
が
多
い
。
咸
豊
帝
は
内
務
府
と
歩
軍
統
領
衙
門
に
対
し
て
、
火
班
章
程
に
の
っ
と
り
、
火

班
官
兵
が
値
宿
す
る
こ
と
、
官
兵
数
を
毎
日
確
認
す
る
こ
と
、
消
防
器
具
を
全
て
整
備
す
る
こ
と
を
命
じ
た （
44
）。

三
　
光
緒
一
四
年
貞
度
門
火
災
と
火
班
改
革

光
緒
一
四
（
一
八
八
九
）
年
一
二
月
一
五
日
夜
、
貞
度
門
（
太
和
門
西
側
の
右
門
）
よ
り
火
が
上
が
り
、
火
は
太
和
門
と
庫
坊
に
延
焼
、

王
大
臣
等
は
官
員
と
弁
兵
を
率
い
て
消
火
し
、
火
は
収
ま
っ
た （
45
）。
失
火
の
原
因
は
値
班
の
武
弁
が
居
眠
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
防
寒
用

の
火
爐
か
ら
火
の
粉
が
柱
に
移
り
燃
え
上
が
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
慌
て
た
弁
兵
は
火
を
何
と
か
消
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
火
は
風
に
吹
か

れ
て
太
和
門
付
近
の
庫
房
に
広
が
っ
た （
46
）。
歩
軍
統
領
は
奉
旨
し
て
正
陽
門
に
人
を
遣
わ
し
、
開
門
し
て
外
城
の
水
会
を
消
火
活
動
に
参
加

さ
せ
た
。
水
会
は
続
々
と
紫
禁
城
内
に
入
り
、
官
兵
と
と
も
に
消
火
活
動
に
あ
た
っ
た
が
、
消
火
は
容
易
で
は
な
く
、
鎮
火
し
て
紫
禁
城
を

退
城
し
た
の
は
一
二
月
一
七
日
早
朝
で
あ
っ
た （
47
）。
清
朝
は
消
火
活
動
に
従
事
し
た
外
城
の
水
会
に
賞
銀
一
万
両
を
与
え
、
水
会
の
首
事
人

一
五
人
に
五
品
か
ら
七
品
の
頂
戴
を
賞
給
し
た （
48
）。

火
災
鎮
火
後
の
光
緒
一
四
年
一
二
月
一
七
日
、
光
緒
帝
は
火
班
の
規
律
が
弛
緩
し
、
消
火
器
具
が
完
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
速
や
か
に
整

備
し
、
軍
機
大
臣
と
総
管
内
務
府
大
臣
は
歩
軍
統
領
と
と
も
に
新
た
な
章
程
を
協
議
せ
よ
と
の
上
諭
を
降
し
た （
49
）。
翌
光
緒
一
五
（
一
八
八

九
）
年
正
月
二
九
日
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
一
二
人
は
火
班
章
程
全
八
条
を
光
緒
帝
に
上
奏
し
た
。
下
記
で
は
、
こ
の
章
程
を
光
緒
一
五
年

火
班
章
程
と
称
し
考
察
を
進
め
る
。

光
緒
一
五
年
火
班
章
程
は
火
班
と
そ
の
他
の
防
火
組
織
の
再
編
強
化
、
及
び
消
防
器
具
の
増
設
の
二
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
先
述
の
よ
う

に
、
火
軍
の
官
兵
は
額
設
一
八
二
人
（
歩
軍
統
領
衙
門
の
坡
甲
一
〇
〇
・
内
務
府
護
軍
坡
甲
二
〇
・
蘇
拉
二
〇
・
鑾
儀
衛
校
尉
三
〇
、
他
に

官
員
一
二
）
で
、
東
西
華
門
外
大
連
房
に
そ
れ
ぞ
れ
官
員
二
員
と
領
催
二
名
・
坡
甲
と
蘇
拉
四
〇
名
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
火
班
の
兵
丁
は

歩
軍
統
領
衙
門
と
内
務
府
護
軍
か
ら
の
寄
せ
集
め
の
た
め
統
一
的
な
管
理
が
難
し
く
、
設
立
以
来
年
数
を
経
て
組
織
の
規
律
は
弛
緩
し
、
激
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桶
等
の
消
火
器
具
も
維
持
管
理
が
な
さ
れ
ず
、
緊
急
時
に
消
火
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
歩
軍
統
領

衙
門
の
兵
丁
一
〇
〇
は
従
来
と
変
更
な
く
値
班
さ
せ
る
が
、
内
務
府
護
軍
と
鑾
儀
衛
の
兵
は
元
の
所
属
衙
門
に
戻
す
。
新
た
に
、
内
務
府
蘇

拉
処
か
ら
年
若
く
活
力
あ
る
民
役
の
蘇
拉
二
〇
〇
名
を
選
抜
し
、
専
門
に
激
桶
を
操
作
す
る
激
桶
兵
の
部
隊
を
編
成
す
る
。
新
編
の
激
桶
兵

は
二
班
に
編
制
し
、
五
日
毎
に
交
替
さ
せ
る
。
激
桶
兵
の
中
か
ら
蘇
拉
の
頭
目
二
〇
名
を
選
び
、
激
桶
の
放
水
口
の
操
作
を
担
わ
せ
、
激
桶

兵
は
毎
晩
激
桶
の
操
作
訓
練
を
行
い
、
訓
練
終
了
後
に
激
桶
に
水
を
充
填
し
て
翌
日
に
備
え
、
激
桶
の
操
作
に
習
熟
さ
せ
る （
50
）。

内
務
府
出
身
の
火
班
官
兵
は
光
緒
一
五
年
五
月
よ
り
毎
月
一
六
日
に
消
防
器
具
の
操
作
訓
練
を
行
な
っ
て
い
た （
51
）。
歩
軍
統
領
衙
門
出
身

の
火
班
官
兵
は
光
緒
一
五
年
四
月
末
よ
り
、
毎
月
三
・
六
・
九
の
付
く
日
に
汲
桶
（
水
龍
）
等
の
操
作
訓
練
を
行
な
っ
て
い
た （
52
）。
光
緒
一

五
年
九
月
一
日
に
内
務
府
と
歩
軍
統
領
衙
門
の
火
班
官
兵
は
、
神
武
門
外
景
山
東
沙
灘
に
お
い
て
、
外
城
水
会
の
操
演
方
法
に
基
づ
き
共
同

の
消
火
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
沙
灘
で
の
共
同
訓
練
は
九
月
一
六
日
に
も
実
施
さ
れ
て
い
る （
53
）。

も
と
も
と
、
内
府
務
の
民
役
の
蘇
拉
は
宮
中
の
雑
用
に
従
事
し
て
い
た
が
、
給
与
で
あ
る
銭
糧
は
支
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

正
式
に
激
桶
兵
に
充
て
分
班
し
値
宿
さ
せ
て
い
る
の
で
、
口
糧
を
給
付
し
、
激
桶
官
に
は
銀
二
銭
、
激
桶
兵
の
頭
目
に
は
銀
一
銭
五
分
、
激

桶
兵
に
は
銀
一
銭
を
日
給
す
る
こ
と
と
し
た （
54
）。
さ
ら
に
、
内
務
府
総
管
福
錕
は
激
桶
の
操
作
訓
練
と
訓
練
用
消
火
用
水
の
運
搬
等
の
消
防

訓
練
や
値
班
の
任
務
が
重
い
こ
と
、
米
価
の
高
騰
を
考
慮
し
、
火
班
の
官
兵
一
一
四
名
に
日
給
の
米
八
合
に
加
え
、
米
四
合
の
日
給
を
追
加

支
給
す
る
よ
う
に
請
旨
し
た （
55
）。

火
班
官
兵
の
編
成
を
変
更
し
た
た
め
、
値
班
地
点
も
変
更
さ
れ
た
。
現
行
の
値
班
地
点
は
、
歩
軍
統
領
衙
門
の
官
員
と
歩
甲
計
一
〇
三
名

が
武
英
殿
前
値
房
、
内
務
府
の
坡
甲
と
蘇
拉
が
東
西
華
門
外
大
連
房
で
あ
る
。
内
務
府
官
兵
に
代
替
し
た
民
役
蘇
拉
か
ら
な
る
新
設
の
激
桶

兵
は
、
紫
禁
城
内
の
武
英
殿
前
値
房
に
値
宿
す
る
。
歩
軍
統
領
衙
門
の
歩
甲
は
紫
禁
城
外
の
東
西
華
門
外
大
連
房
に
各
五
〇
名
が
値
宿
す
る
。

紫
禁
城
内
外
の
火
班
兵
士
は
晩
間
に
激
桶
の
操
練
を
行
い
、
派
遣
先
各
衙
門
が
査
察
し
、
火
班
大
臣
は
こ
れ
ら
を
統
轄
す
る （
56
）。

火
班
官
兵
は
出
身
の
衙
門
に
よ
り
管
理
統
率
さ
れ
た
。
内
務
府
蘇
拉
処
の
内
管
領
二
名
と
副
内
管
領
四
名
は
、
民
役
蘇
拉
よ
り
火
班
官
兵

に
充
当
さ
れ
た
者
の
管
理
と
教
練
に
責
任
を
負
っ
た
。
歩
軍
統
領
衙
門
よ
り
火
軍
に
配
置
さ
れ
た
歩
甲
一
〇
〇
名
は
歩
軍
統
領
衙
門
が
適
任
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の
官
員
四
名
を
派
遣
し
、
管
理
と
教
練
を
統
轄
し
た （
57
）。
さ
ら
に
火
班
全
体
を
統
轄
す
る
欽
派
大
臣
数
名
が
新
設
さ
れ
、
各
衙
門
出
身
の
官

員
と
兵
丁
を
統
轄
し
、
官
兵
が
教
練
で
用
い
る
消
防
器
具
と
値
班
の
人
数
を
管
理
し
、
官
員
と
兵
丁
の
怠
慢
を
取
り
締
ま
っ
た （
58
）。
火
班
の

み
が
紫
禁
城
の
火
災
消
火
を
担
当
し
た
の
で
は
な
く
、
午
門
を
除
く
左
翼
門
等
二
三
箇
所
の
護
軍
は
火
災
発
生
時
に
二
名
、
計
四
六
名
を
援

助
出
動
さ
せ
る
。
値
班
の
章
京
は
内
務
府
朱
車
三
二
処
を
統
轄
し
、
各
処
よ
り
二
名
、
計
六
四
名
が
値
班
驍
騎
校
の
統
率
下
で
出
動
す
る
。

こ
れ
ら
は
従
来
か
ら
の
規
定
に
従
う
も
の
で
あ
る （
59
）。

消
火
器
具
の
増
設
に
つ
い
て
は
注
目
す
べ
き
変
化
が
あ
る
。
宮
中
で
従
来
か
ら
使
用
し
て
い
た
激
桶
は
や
や
小
型
で
あ
り
、
長
年
管
理
が

な
さ
れ
ず
壊
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
消
火
器
具
も
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
民
間
の
水
会
の
消
火
器
具
を
模
範
と
し
、
頭
号
洋
激
桶

四
架
と
二
号
激
桶
四
架
を
購
入
し
た
。
激
桶
に
関
し
て
は
、
京
師
の
民
間
義
勇
消
防
隊
で
あ
る
水
会
の
装
備
が
宮
中
の
も
の
よ
り
も
優
れ
て

お
り
、
宮
中
に
水
会
の
装
備
を
導
入
し
た
。
激
桶
の
ほ
か
、
号
衣
三
二
〇
件
・
長
杆
号
灯
三
二
枝
・
提
杆
小
灯
一
六
〇
箇
・
催
水
旗
八
〇
杆
・

隨
上
油
水
筐
八
〇
副
・
水
筐
一
二
〇
副
・
長
短
木
梯
各
四
架
・
長
杆
水
笸
籮
八
〇
副
・
抬
水
笸
籮
八
分
・
鉄
矛
八
副
・
撓
鈎
二
〇
杆
・
柳
罐

八
〇
箇
・
鉄
鋸
八
副
・
鐝
頭
二
〇
把
を
購
入
し
て
火
災
に
備
え
、
内
務
府
が
倉
庫
を
設
け
維
持
管
理
を
担
当
し
た （
60
）。
ま
た
、
宮
中
の
防
火

用
水
を
貯
え
る
三
殿
（
太
和
殿
・
中
和
殿
・
保
和
殿
）
内
外
の
吉
祥
缸
は
管
理
が
さ
れ
ず
、
水
が
蓄
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
光
緒
一
五
年

火
班
章
程
を
定
め
て
後
、
旧
制
に
従
い
内
囲
は
関
防
衙
門
が
、
外
囲
は
新
設
の
激
桶
処
蘇
拉
が
輪
番
で
加
水
を
担
当
し
、
司
員
が
四
名
が
五

日
に
一
度
点
検
す
る
と
こ
と
に
な
っ
た （
61
）。

光
緒
一
五
年
の
改
革
に
よ
り
、
紫
禁
城
内
火
班
の
人
数
は
一
八
二
名
か
ら
三
〇
〇
名
に
大
幅
に
増
員
さ
れ
、
火
班
の
官
兵
は
歩
軍
統
領
衙

門
と
内
務
府
か
ら
出
向
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
火
班
全
体
を
統
轄
す
る
火
班
大
臣
が
設
け
ら
れ
、
警
衛
を
担
当
す
る
衙
門
の
寄
せ
集
め
的
な

性
質
は
改
善
さ
れ
た
。
ま
た
、
紫
禁
城
内
火
班
の
質
も
大
き
く
変
化
し
た
。
従
来
の
火
班
官
兵
は
全
て
正
規
兵
の
旗
人
で
あ
っ
た
が
、
光
緒

一
五
年
の
改
革
に
よ
り
全
体
の
三
分
の
二
は
、
内
務
府
所
属
の
民
役
の
蘇
拉
、
す
な
わ
ち
旗
人
で
は
な
い
民
間
人
の
雑
役
従
事
者
を
激
桶
兵

に
充
当
し
、
火
班
は
旗
人
の
正
規
兵
か
ら
民
間
人
の
専
門
消
防
隊
へ
と
質
的
に
転
換
し
た
。
こ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
激
桶
を
専
門

に
操
作
す
る
消
火
技
術
の
専
門
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
旗
人
で
は
な
く
民
役
蘇
拉
を
激
桶
兵
に
採
用
し
た
の
は
、
旗
人
で
は
民
間
の
水
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会
が
使
用
す
る
激
桶
の
専
門
的
な
技
術
習
得
が
困
難
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
紫
禁
城
内
火
班
は
宮
中
警
備
機
構
の
一
つ
で

あ
り
、
雑
役
従
事
の
民
間
人
が
宮
中
で
雇
用
さ
れ
、
宮
中
警
備
の
一
端
に
編
入
さ
れ
た
意
味
は
非
常
に
大
き
い
と
評
せ
よ
う
。

お
わ
り
に

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
で
あ
る
紫
禁
城
内
火
班
は
雍
正
五
（
一
七
二
七
）
年
に
設
置
さ
れ
、
歩
軍
・
内
務
府
・
鑾
儀
衛
の
警
衛
三
機
構

の
満
洲
旗
人
一
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
設
立
時
の
紫
禁
城
内
火
班
は
火
燭
を
監
視
す
る
防
火
監
視
を
主
た
る
任
務
と
し
て
い
た
。
乾
隆
四
八
（
一

七
八
三
）
年
に
紫
禁
城
内
火
班
は
増
員
さ
れ
一
八
二
名
と
な
っ
た
。
紫
禁
城
内
火
班
の
官
兵
は
紫
禁
城
を
警
衛
す
る
三
機
構
の
旗
人
が
出
向

す
る
も
の
で
あ
り
、
火
班
を
統
轄
す
る
専
権
を
有
す
る
大
臣
も
設
け
ら
れ
ず
、
警
衛
三
機
構
に
属
す
る
旗
人
の
混
合
編
成
隊
で
あ
っ
た
。
紫

禁
城
の
火
災
消
火
に
は
、
宮
門
通
行
制
限
で
あ
る
門
禁
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
乾
隆
帝
は
紫
禁
城
内
で
火
災
が
発
生
し
、
消

火
活
動
を
行
う
際
の
門
禁
解
除
の
権
限
を
内
務
府
総
官
に
付
与
し
、
消
火
時
の
門
禁
を
緩
和
し
た
。
嘉
慶
帝
は
、
嘉
慶
二
（
一
七
九
七
）
年

の
乾
清
門
火
災
の
消
火
で
入
内
し
た
漢
軍
坡
甲
一
名
が
紫
禁
城
内
に
潜
行
し
て
い
た
こ
と
を
問
題
視
し
、
火
災
時
の
宮
門
開
閉
の
権
限
を
自

ら
握
り
、
門
禁
を
厳
格
化
し
た
。

嘉
慶
帝
の
門
禁
厳
格
化
に
よ
り
、
紫
禁
城
内
火
班
の
消
火
活
動
時
の
入
内
規
則
を
詳
細
に
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
嘉
慶
一
九
（
一
八
一
四
）

年
に
火
班
章
程
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
嘉
慶
二
四
（
一
八
一
九
）
年
の
寿
安
宮
火
災
で
は
門
禁
の
解
除
が
機
能
せ
ず
、
再
び
紫
禁
城
内

火
班
章
程
が
策
定
さ
れ
た
。
嘉
慶
二
四
年
の
紫
禁
城
内
火
班
章
程
は
、
嘉
慶
一
九
年
の
火
班
章
程
の
門
禁
解
除
方
策
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
消
火
ポ
ン
プ
の
増
設
と
使
用
細
則
を
定
め
た
。
光
緒
一
四
（
一
八
八
九
）
年
の
貞
度
門
火
災
は
、
紫
禁
城
内
火
班
の
規
律
弛
緩
と
統
率

性
の
低
い
警
衛
三
機
構
の
混
合
編
成
隊
と
い
う
、
火
班
の
組
織
的
問
題
点
を
露
呈
さ
せ
た
。
そ
こ
で
、
光
緒
一
五
（
一
八
九
〇
）
年
の
改
革

に
よ
り
、
火
班
の
定
員
が
一
八
二
名
か
ら
三
〇
〇
名
に
増
員
さ
れ
、
民
間
人
の
民
役
蘇
拉
に
消
火
ポ
ン
プ
の
専
門
的
訓
練
を
施
し
、
消
火
機

能
を
専
門
化
・
高
度
化
し
た
。
ま
た
、
紫
禁
城
内
火
班
を
専
管
す
る
火
班
大
臣
が
設
け
ら
れ
、
混
成
部
隊
的
な
性
質
が
改
善
さ
れ
た
。
以
上

東
洋
史
論
集
四
七

－46－



が
清
代
紫
禁
城
消
防
組
織
の
変
遷
で
あ
る
が
、
防
火
以
外
の
紫
禁
城
の
管
理
、
特
に
消
火
活
動
と
密
接
に
関
連
す
る
門
禁
に
関
し
て
は
不
明

な
点
も
多
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
（
1
）	

拙
稿
「
清
代
北
京
の
官
治
消
防
と
火
災
消
火
活
動
年
表
」（『
北
九
州
市
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
一
四
九
、
二
〇
一
九
）。

（
2
）	

劉
宝
健
「
紫
禁
城
内
清
代
防
火
設
施
」（
中
国
紫
禁
城
学
会
主
編
『
中
国
紫
禁
城
学
会
論
文
集
』
二
、
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）。

（
3
）	

毛
憲
民
「
雍
正
帝
重
視
宮
中
防
火
措
施
」（『
紫
禁
城
』
一
九
九
〇－

六
）。

（
4
）	

張
艶
麗
「
嘉
慶
帝
的
消
防
挙
措
」（『
赤
峰
学
院
学
報
（
漢
文
哲
学
社
会
科
学
版
）』
三
二－

八
、
二
〇
一
一
）。

（
5
）	

紀
天
斌
主
編
『
故
宮
消
防
』（
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
五
）、
史
事
録
要
、
第
一
章
「
明
代
」、
第
二
章
「
清
代
」、
と
も
に
金
玉
琢
の
執
筆
。

（
6
）	

官
書
以
外
に
同
治
帝
と
光
緒
帝
の
帝
師
で
あ
っ
た
王
同
龢
の
日
記
に
も
紫
禁
城
と
皇
城
の
火
災
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
。
王
銘
珍
「
翁
同
龢
筆
下
的
紫
禁

城
火
災
」（『
上
海
消
防
』
二
〇
〇
六－

四
）
参
照
。

（
7
）	

前
掲
拙
稿
「
清
代
北
京
の
官
治
消
防
と
火
災
消
火
活
動
年
表
」
六
頁
。

（
8
）	

邱
仲
麟
「
明
代
北
京
的
火
災
与
防
火
」（『
淡
江
史
学
』
五
、
一
九
九
三
）
一
二
一
～
一
二
七
頁
、
一
三
三
頁
。

（
9
）	

王
銘
珍
「
明
清
皇
宮
火
災
概
述
」（『
中
国
紫
禁
城
学
会
論
文
集
』
五
下
、
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）。

（
10
）	

秦
国
経
「
清
代
宮
廷
的
警
衛
制
度
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
九
九
〇－

一
二
）
六
四
～
六
八
頁
。
雍
正
五
年
の
値
班
者
数
は
、
前
掲
毛
憲
民
「
雍
正
帝

重
視
宮
中
防
火
措
施
」
四
一
頁
に
よ
る
。

（
11
）	

楊
一
凡
・
田
濤
主
編
『
中
国
珍
稀
法
律
典
籍
續
編
』（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
第
六
冊
清
代
宮
廷
法
規
六
種
所
収
、『
欽
定
宮
中
現
行
則
例
』

一
八
七
頁
、
巻
一
訓
諭
、
康
熙
一
八
年
一
二
月
三
日
上
諭

		


宮
内
各
処
灯
火
最
為
緊
要
、
凡
有
火
之
処
、
必
著
人
看
守
、
不
許
一
時
少
人
、
総
管
等
不
時
巡
察
。

（
12
）	

『
欽
定
宮
中
現
行
則
例
』
二
八
一
頁
、
巻
三
宮
規
、
各
処
首
領
太
監
等
処
分
則
例
、
第
四
条
。
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一
。
凡
宮
殿
監
等
、
有
不
謹
慎
火
燭
、
失
誤
看
守
者
、
係
首
領
罰
四
個
月
月
銀
、
係
太
監
重
責
四
十
板
。

（
13
）	
光
緒
『
大
清
会
典
事
例
』
巻
六
一
二
、
兵
部
、
八
旗
処
分
則
例
、
救
火
、
雍
正
八
年
。

（
14
）	
商
鴻
逵
等
編
『
清
史
満
語
辞
典
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
）
一
七
七
頁
。

（
15
）	

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
、
軍
機
処
録
副
奏
摺
〇
三－

一
六
〇
三－

〇
五
七
、
綿
課
等
、
嘉
慶
一
九
年
五
月
一
八
日

	

案
査
紫
禁
城
内
火
班
、
始
於
雍
正
五
年
、
額
設
激
桶
八
架
、
派
歩
軍
校
二
員
・
歩
甲
四
十
名
・
護
軍
八
名
・
内
務
府
坡
甲
・
蘇
拉
四
十
名
・
鑾
儀
衛
校
尉
十

名
、
共
一
百
名
、
合
為
一
班
、
値
宿
防
範
。
嗣
於
乾
隆
四
十
八
年
、
議
添
辦
事
協
尉
一
員
・
歩
甲
六
十
名
・
鑾
儀
衛
官
一
員
・
校
尉
二
十
名
、
連
前
共
官
兵

一
百
八
十
二
員
名
、
合
為
一
班
。
毎
日
将
値
宿
官
兵
数
目
繕
写
報
単
、
在
乾
清
門
内
右
門
値
宿
侍
衛
班
領
処
投
遞
、
由
値
班
之
領
侍
衛
内
大
臣
稽
査
。
設
遇

緊
要
事
件
、
由
総
管
首
領
太
監
伝
知
乾
清
門
内
右
門
侍
衛
班
領
、
転
伝
該
班
官
兵
備
用
、
定
例
遵
行
、
在
案
。

（
16
）	

咸
豊
『
欽
定
総
管
内
務
府
現
行
則
例
』
巻
一
添
設
防
範
火
燭
班
房
人
員
、
雍
正
五
年
二
月
奉
旨

	

外
辺
各
処
倶
有
防
範
火
具
、
紫
禁
城
内
更
属
緊
要
、
理
応
特
行
派
人
防
範
火
燭
。
現
在
東
華
門
・
西
華
門
外
派
有
防
火
歩
兵
、
即
於
此
内
熟
習
之
人
酌
量
派

出
、
其
人
不
必
増
加
添
派
。
再
於
紫
禁
城
裏
、
該
班
人
内
作
何
分
派
、
及
派
出
之
人
倶
在
何
処
住
班
之
処
、
爾
等
区
画
永
遠
可
行
之
計
、
妥
議
具
奏
。

（
17
）	

咸
豊
『
欽
定
総
管
内
務
府
現
行
則
例
』
巻
一
添
設
防
範
火
燭
班
房
人
員
、
雍
正
五
年
二
月
奉
旨
に
対
す
る
議
覆

	

防
火
人
員
、
於
歩
軍
校
歩
軍
内
、
派
除
熟
習
之
歩
軍
校
二
員
・
歩
軍
四
十
名
。
再
於
内
府
所
属
該
班
処
護
軍
内
、
派
除
八
名
、
坡
甲
人
内
派
除
二
十
名
、
各

該
処
該
班
蘇
拉
内
派
除
二
十
名
、
鑾
儀
衛
該
班
校
尉
内
派
除
十
名
、
共
一
百
名
、
合
為
一
班
、
按
期
派
往
、
該
班
令
其
更
換
、
以
備
防
範
火
燭
。

（
18
）	

咸
豊
『
欽
定
総
管
内
務
府
現
行
則
例
』
巻
一
添
設
防
範
火
燭
班
房
人
員
、
雍
正
五
年
二
月
奉
旨
に
対
す
る
議
覆

	

至
於
専
管
稽
査
斉
集
之
処
、
応
令
現
在
慈
寧
宮
正
門
毎
日
該
班
司
官
・
内
管
領
等
管
轄
稽
察
、
仍
令
該
班
之
総
管
内
務
府
大
臣
・
護
軍
統
領
・
掌
鑰
匙
護
軍

参
領
公
同
稽
査
。
如
有
応
用
斉
集
之
処
、
著
該
班
之
総
管
内
務
府
大
臣
、
或
領
侍
衛
内
大
臣
、
或
散
秩
大
臣
、
帯
領
該
班
之
司
官
・
内
管
領
等
、
太
和
門
該

班
之
侍
衛
什
長
等
三
員
、
帯
領
親
軍
二
十
名
前
往
、
除
紫
禁
城
内
太
和
殿
・
中
和
殿
・
体
仁
閣
・
弘
義
閣
・
午
門
・
景
運
門
・
隆
宗
門
・
後
左
門
・
後
右

門
・
中
左
門
・
中
右
門
・
神
武
門
・
東
華
門
・
西
華
門
等
緊
要
十
四
処
看
守
、
護
軍
不
派
外
、
将
左
翼
門
等
二
十
三
処
、
護
軍
毎
処
派
出
二
名
、
共
派
四
十

六
名
、
或
該
班
護
軍
統
領
、
或
掌
鑰
匙
護
軍
参
領
帯
領
前
往
。
其
応
用
防
火
器
具
交
該
処
、
照
数
造
給
、
貯
放
器
具
並
防
火
人
等
該
班
之
処
、
在
咸
安
宮
前

牆
西
空
地
、
蓋
造
板
房
二
十
五
間
、
以
便
該
班
貯
放
器
具
。
其
咨
取
更
換
防
火
器
具
等
項
、
倶
照
歩
軍
校
咨
呈
、
都
虞
司
転
行
各
該
処
給
発
。
乾
隆
元
年
十
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一
月
呈
准
、
防
範
人
員
倶
移
於
寿
康
宮
西
牆
外
、
其
管
轄
交
与
値
宿
参
領
。

（
19
）	
門
禁
に
つ
い
て
は
、
前
掲
秦
国
経
「
清
代
宮
廷
的
警
衛
制
度
」
六
八
～
六
九
頁
、
郭
威
「
清
代
紫
禁
城
門
禁
的
廃
弛
」（『
紫
禁
城
』
二
〇
一
七－

六
）
一

四
二
～
一
四
五
頁
、
王
一
樵
『
紫
禁
城
裡
很
有
事
』（
時
報
出
版
、
二
〇
一
七
、
台
北
）
第
六
章
「
皇
家
宮
門
的
混
乱
」
参
照
。
王
一
樵
の
著
書
は
紫
禁
城

内
の
日
常
生
活
を
活
写
し
て
お
り
有
益
で
あ
る
。

（
20
）	

咸
豊
『
欽
定
総
管
内
務
府
現
行
則
例
』
巻
一
添
設
防
範
火
燭
班
房
人
員
、
乾
隆
二
六
年
九
月
奉
旨

	

九
月
初
四
日
三
更
後
、
寿
安
宮
内
遮
陽
蓆
片
失
火
、
外
面
護
軍
巡
更
看
見
、
急
喚
開
門
。
始
将
首
領
太
監
等
驚
醒
、
詎
伊
等
竟
不
開
門
、
自
行
撲
救
、
幸
是

蓆
片
焼
燬
、
易
於
撲
救
。
倘
火
勢
稍
大
、
不
能
救
時
、
始
行
開
門
、
豈
不
遅
悞
。
伊
等
不
但
失
火
有
罪
、
其
不
開
門
之
罪
更
大
、
在
伊
等
或
以
宮
禁
厳
密
、

不
敢
擅
行
開
門
為
辞
、
殊
不
思
寿
安
宮
係
朕
新
葺
、
為
皇
太
后
七
旬
万
寿
慶
祝
之
所
、
此
内
並
無
関
防
、
亦
無
多
貯
物
件
、
既
有
失
火
之
事
、
即
応
開
門
、

放
外
辺
人
等
、
進
内
救
滅
、
方
是
此
時
、
進
内
救
火
人
等
、
断
無
敢
行
偸
盗
、
愍
不
畏
死
之
理
。
嗣
後
凡
宮
内
園
庭
、
倘
遇
此
等
意
外
之
事
、
該
総
管
等
即

行
開
門
、
放
外
辺
人
等
、
進
内
撲
救
、
如
不
即
行
開
門
、
必
将
該
総
管
等
従
重
治
罪
、
将
此
旨
伝
諭
内
務
府
総
管
、
一
併
記
載
。

（
21
）	

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
第
一
〇
冊
六
七
七
（
文
献
序
数
）、
嘉
慶
一
〇
年
六
月
九

日
奉
旨

	

本
日
朕
閲
館
臣
所
進
宮
史
続
編
、
内
載
乾
隆
四
十
八
年
十
一
月
初
八
日
欽
奉
皇
考
高
宗
純
皇
帝
聖
諭
、
伝
諭
総
管
等
、
嗣
後
宮
内
等
処
、
倘
遇
有
火
燭
之

事
、
総
管
等
即
行
開
門
、
放
外
辺
王
公
大
臣
、
進
内
撲
救
。
並
著
総
管
等
量
其
相
近
之
門
開
放
、
不
可
著
外
辺
人
等
遶
遠
。
如
開
較
遠
之
門
。
未
免
遅
滞
、

以
後
謹
記
。

（
22
）	

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
〇
冊
六
七
七
、
嘉
慶
一
〇
年
六
月
九
日
奉
旨

	

仰
見
皇
考
慎
重
宮
禁
、
聖
慮
周
詳
、
訓
諭
昭
垂
、
実
為
明
切
。
惟
思
宮
衛
森
厳
之
地
、
若
忽
遽
之
際
、
総
管
等
自
行
開
門
、
放
人
進
内
、
漫
無
稽
考
、
究
非

体
制
。
嘉
慶
二
年
閒
、
乾
清
宮
失
火
時
、
各
門
洞
開
、
人
衆
嘈
雑
、
即
有
一
漢
軍
披
甲
、
在
内
潜
蔵
両
日
、
始
経
査
出
、
実
属
不
成
事
体
。
嗣
後
万
無
此
意

外
之
災
、
但
宮
廷
重
地
、
不
得
不
倍
加
詳
慎
、
将
来
設
偶
遇
火
燭
、
総
當
候
旨
、
啓
放
何
門
、
諭
令
何
人
帶
人
進
内
撲
救
、
該
総
管
太
監
等
、
始
遵
旨
放

行
。
並
著
管
門
之
大
臣
官
員
等
、
向
進
内
之
王
公
大
臣
等
、
詢
明
所
帯
官
員
等
共
若
干
人
、
至
兵
役
人
等
進
内
時
、
詢
明
係
何
員
管
帯
、
人
数
若
干
、
核
対

相
符
、
方
許
放
進
、
勿
許
閑
人
溷
入
。
庶
人
衆
有
可
稽
考
、
而
禁
衛
亦
昭
厳
肅
。
著
将
此
旨
伝
諭
総
管
太
監
等
、
一
体
欽
遵
、
並
著
館
臣
載
入
宮
史
、
用
垂

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
（
堀
地
）

－49－



久
遠
。

（
23
）	
軍
機
処
録
副
奏
摺
〇
三－

一
六
〇
三－

〇
五
七
、
綿
課
等
、
嘉
慶
一
九
年
五
月
一
八
日
、
嘉
慶
一
九
年
火
班
章
程
第
一
条

	

一
。
宮
内
遇
有
伝
用
之
時
、
総
管
太
監
遵
旨
啓
放
何
門
、
伝
知
値
班
之
奏
事
処
官
、
不
分
昼
夜
、
由
乾
清
門
転
伝
侍
衛
班
領
、
伝
知
該
班
官
兵
斉
集
、
候
各

該
管
激
桶
之
大
臣
官
員
管
帯
、
方
許
進
内
。
是
日
値
班
之
前
鋒
統
領
・
護
軍
統
領
、
在
啓
放
之
門
専
司
稽
査
、
進
門
之
時
、
報
明
管
門
大
臣
、
某
人
帯
領
官

幾
員
・
兵
幾
名
、
管
門
大
臣
核
対
相
符
、
方
准
放
入
、
出
門
之
時
、
仍
照
原
報
数
目
、
按
名
放
出
。

（
24
）	

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
九
冊
一
〇
六
四
、
嘉
慶
一
九
年
五
月
一
八
日
奉
旨

	

宮
内
及
円
明
園
設
有
需
用
火
班
之
時
、
若
俟
該
管
激
桶
之
大
臣
官
員
到
後
、
始
管
帯
激
桶
進
内
、
豈
不
遅
緩
。
著
於
請
旨
啓
放
何
門
時
、
即
将
本
日
在
内
値

宿
之
御
前
乾
清
門
侍
衛
、
請
派
二
人
、
於
啓
門
後
、
伝
到
激
桶
官
兵
、
先
行
帯
引
入
内
、
其
該
管
激
桶
之
大
臣
官
員
、
随
後
報
明
、
陸
続
放
入
。

（
25
）	

軍
機
処
録
副
奏
摺
〇
三－

一
六
〇
三－

〇
五
七
、
綿
課
等
、
嘉
慶
一
九
年
五
月
一
八
日
、
嘉
慶
一
九
年
火
班
章
程
第
二
条

	

一
。
火
班
兵
丁
、
向
例
由
内
務
府
発
給
腰
牌
、
応
再
預
設
木
牌
一
面
、
載
明
官
幾
員
・
兵
幾
名
、
以
便
臨
時
核
対
。

（
26
）	

軍
機
処
録
副
奏
摺
〇
三－

一
六
〇
三－
〇
五
七
、
綿
課
等
、
嘉
慶
一
九
年
五
月
一
八
日
、
嘉
慶
一
九
年
火
班
章
程
第
四
条

	

一
。
火
班
官
兵
通
共
一
百
八
十
二
員
名
、
人
数
較
少
、
応
令
歩
軍
営
八
旗
激
桶
、
仍
照
向
例
預
備
、
於
東
華
門
・
西
華
門
・
神
武
門
外
候
信
、
如
応
行
伝

用
、
責
成
該
旗
協
副
尉
・
歩
軍
校
管
帯
、
由
内
務
府
預
行
発
給
腰
牌
、
毎
旗
満
洲
各
一
百
分
・
蒙
古
・
漢
軍
各
五
十
分
、
以
便
稽
査
。
並
毎
旗
各
備
木
牌
、

載
明
官
幾
名
・
兵
幾
名
、
以
便
伝
用
時
報
明
管
門
大
臣
放
入
。

（
27
）	

軍
機
処
録
副
奏
摺
〇
三－

一
六
〇
三－

〇
五
七
、
綿
課
等
、
嘉
慶
一
九
年
五
月
一
八
日
、
嘉
慶
一
九
年
火
班
章
程
第
三
条

	

一
。
向
来
満
漢
文
武
大
臣
官
員
、
倶
応
即
時
斉
集
、
惟
入
内
人
数
過
多
、
転
致
嘈
雑
、
未
必
得
力
、
応
請
満
洲
一
二
品
大
臣
到
門
報
明
、
管
門
大
臣
不
必
奏

明
、
倶
准
放
入
。
満
洲
三
品
以
下
、
漢
一
品
以
下
、
倶
不
必
入
内
。
内
庭
行
走
之
御
前
侍
衛
・
乾
清
門
侍
衛
値
班
者
不
得
擅
動
、
不
値
班
者
准
其
進
内
、
一

同
弾
圧
。
仍
酌
留
四
人
、
在
啓
放
之
門
幇
同
稽
査
、
其
余
官
員
、
惟
歩
軍
統
領
衙
門
官
員
・
左
右
翼
翼
尉
・
副
翼
尉
、
諳
練
撲
救
者
投
遞
職
名
、
方
准
放

入
、
其
余
官
員
一
概
不
准
放
入
。

（
28
）	

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
九
冊
一
〇
七
六
、
嘉
慶
一
九
年
五
月
一
八
日
交
内
閣
。

（
29
）	

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
、
内
務
府
檔
案
、
内
務
府
呈
稿
〇
五－

〇
八－

〇
一
二－

〇
〇
〇
〇
二
九－

〇
〇
二
六
、
嘉
慶
一
九
年
一
二
月
三
〇
日
。
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（
30
）	
『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
二
七
冊
二
三
〇
九
、
道
光
二
年
一
二
月
二
六
日
内
閣
奉
上
諭
。

（
31
）	
軍
機
処
録
副
奏
摺
〇
三－

一
六
〇
五－

〇
五
九
、
綿
課
等
、
嘉
慶
二
四
年
一
〇
月
。

（
32
）	

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
二
四
冊
一
六
〇
二
、
嘉
慶
二
四
年
一
〇
月
二
一
日
奉
旨
、
同
上
一
六
〇
四
、
同
日
、
李
海
元
供
。

（
33
）	

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
二
四
冊
一
五
九
〇
、
嘉
慶
二
四
年
一
〇
月
二
〇
日
内
閣
奉
旨

	

維
時
諸
王
大
臣
官
員
趕
至
西
華
門
外
甚
多
、
経
内
廷
値
宿
大
臣
、
因
時
至
夜
分
、
門
禁
宜
厳
、
未
経
放
進
、
所
辦
亦
是
。

（
34
）	

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
二
四
冊
一
六
一
一
、
嘉
慶
二
四
年
一
〇
月
二
二
日
奉
旨

	

紫
禁
城
内
値
班
前
鋒
・
護
軍
統
領
専
司
門
禁
、
各
門
官
員
・
兵
丁
皆
聴
其
約
束
。
一
九
日
蘇
沖
阿
値
班
、
既
已
奉
旨
開
西
華
門
、
身
必
応
在
西
華
門
明
白
曉

諭
、
将
応
放
進
者
放
進
、
応
阻
止
者
阻
止
。
何
至
守
柵
官
兵
等
自
出
主
意
、
漫
無
区
別
、
将
王
公
大
臣
官
員
用
刀
背
混
打
、
一
概
攔
阻
、
但
知
空
手
撲
救
、

不
以
本
任
為
念
、
太
不
曉
事
、
蘇
沖
阿
著
撤
回
議
叙
、
仍
交
部
議
処
。
嗣
後
倘
有
急
要
、
該
班
之
護
軍
統
領
、
當
親
在
禁
門
稽
査
出
入
、
不
得
軽
離
職
守
、

以
専
責
成
。

（
35
）	

『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
二
四
冊
一
六
〇
九
、
嘉
慶
二
四
年
一
〇
月
二
二
日
内
閣
奉
上
諭

	

本
月
一
九
日
、
文
頴
館
不
戒
於
火
、
王
公
大
臣
官
員
等
前
来
撲
救
。
西
華
門
偏
吉
柵
欄
該
班
官
兵
、
一
概
不
准
放
進
、
甚
至
将
救
火
機
桶
一
併
阻
止
、
太
不

曉
事
。
禁
城
失
火
、
定
例
大
小
官
員
倶
応
進
内
撲
救
、
即
謂
時
届
昬
暮
、
稽
察
閑
雑
人
等
不
令
溷
入
。
若
王
公
大
臣
・
官
員
兵
丁
、
則
一
望
而
知
、
何
得
概

行
禁
阻
。
至
機
桶
為
救
火
所
必
需
、
倶
令
阻
於
門
外
、
豈
能
徒
手
救
焚
、
是
何
肺
腸
、
豈
欲
延
焼
呼
、
尤
属
糊
塗
悖
乱
矣
。
嗣
後
當
権
其
軽
重
、
雖
不
可
漫

無
稽
察
、
亦
不
可
一
概
攔
阻
。
再
是
夜
関
門
過
早
、
総
須
火
熄
、
方
准
関
門
、
著
為
定
例
。
至
紫
禁
城
内
所
貯
機
桶
、
分
隸
各
処
、
倘
有
急
需
、
均
応
調
剤

備
用
、
亦
不
准
画
分
地
址
、
致
東
西
不
能
越
界
。
並
著
該
管
大
臣
査
明
紫
禁
城
内
額
設
機
桶
若
干
、
如
不
敷
用
、
奏
明
酌
量
増
添
、
以
昭
慎
重
。

（
36
）	

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
蔵
、
内
務
府
檔
案
、
内
務
府
奏
案
〇
五－

一
〇
七
四－

〇
〇
八
、
総
管
内
務
府
為
再
行
酌
議
火
班
章
程
奏
案
清
冊
、
嘉
慶
二
四
年

一
一
月
一
月
一
七
日
。
咸
豊
元
（
一
八
五
一
）
年
署
歩
軍
統
領
多
羅
定
群
王
序
『
金
吾
事
例
』
章
程
二
、
内
火
班
章
程
も
同
じ
も
の
を
収
め
る
が
、
奉
旨
の

日
付
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
内
務
府
奏
案
を
用
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、「
清
宮
消
防
火
班
章
程
」（『
歴
史
檔
案
』
一
九
九
〇－

四
）
に
も
収
め

る
。
裁
可
に
つ
い
て
は
、『
嘉
慶
道
光
両
朝
上
諭
檔
』
第
二
四
冊
二
三
一
〇
、
嘉
慶
二
四
年
一
一
月
七
日
奉
旨
で
「
英
和
等
会
議
火
班
章
程
依
議
」
と
あ
る
。

（
37
）	

内
務
府
檔
案
、
内
務
府
奏
案
〇
五－

一
〇
七
四－

〇
〇
八
、
総
管
内
務
府
為
再
行
酌
議
火
班
章
程
奏
案
清
冊
、
嘉
慶
二
四
年
一
一
月
一
七
日

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
（
堀
地
）
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臣
等
公
同
悉
心
酌
議
、
査
火
班
額
設
機
桶
八
架
、
歩
軍
協
尉
一
員
、
歩
軍
校
二
員
、
歩
甲
一
百
名
、
護
軍
八
名
、
内
務
府
馬
甲
・
蘇
拉
四
十
名
、
鑾
儀
衛
官

一
員
、
校
尉
三
十
名
、
通
共
官
兵
一
百
八
十
二
員
名
、
人
数
本
不
為
少
。
惟
備
用
汲
桶
八
架
、
遇
有
急
需
、
外
間
機
桶
一
時
抬
運
不
及
、
難
期
得
力
、
応
請

内
府
務
添
設
激
桶
八
架
、
歩
軍
統
領
衙
門
添
設
機
桶
四
架
、
救
火
器
具
各
一
分
、
連
前
機
桶
共
二
十
架
、
遇
有
急
需
、
足
堪
応
用
、
仍
於
東
華
門
・
西
華
門

外
偏
吉
柵
欄
内
大
連
房
各
安
設
。
内
務
府
三
旗
機
桶
四
架
、
派
撥
官
員
、
坡
甲
人
・
蘇
拉
常
川
値
宿
、
遇
有
伝
用
、
開
門
即
行
放
人
。

（
38
）	

内
務
府
檔
案
、
内
務
府
奏
案
〇
五－

一
〇
七
四－

〇
〇
八
、
総
管
内
務
府
為
再
行
酌
議
火
班
章
程
奏
案
清
冊
、
嘉
慶
二
四
年
一
一
月
一
七
日
、
計
開
第
五
条

	

一
。
紫
禁
城
内
向
有
朱
旗
房
三
十
二
処
、
毎
日
値
宿
、
内
務
府
驍
騎
校
副
参
領
二
員
・
章
京
領
催
十
員
名
・
坡
甲
人
一
百
六
十
九
名
・
火
班
坡
甲
人
二
十

名
。
此
坡
甲
人
、
向
於
三
旗
新
陳
槍
営
内
、
択
其
技
芸
爛
熟
者
派
撥
。
臣
等
現
已
飭
令
該
営
該
参
領
、
於
下
班
之
日
、
択
其
力
尤
為
強
壮
者
一
百
名
、
操
演

技
芸
之
暇
、
演
習
機
桶
。
再
於
内
務
府
三
旗
額
設
機
桶
一
百
三
十
架
内
、
択
其
妥
固
整
斉
者
八
架
、
添
設
於
東
華
門
内
東
北
角
間
房
三
間
内
、
四
架
添
設
於

西
華
門
内
筒
子
河
旧
有
朱
旗
房
三
間
内
、
四
架
派
撥
章
京
・
坡
甲
人
看
守
、
仍
責
成
東
西
値
宿
之
副
参
領
分
界
管
轄
。
倘
有
転
用
之
時
、
按
進
班
坡
甲
人
分

撥
一
半
、
在
原
該
班
処
所
看
守
。
其
余
会
使
機
桶
之
坡
甲
人
等
令
該
管
副
参
領
・
該
班
章
京
帯
往
応
用
、
並
令
嘉
慶
十
八
年
添
設
進
班
之
内
務
府
護
軍
四
十

名
一
体
襄
事
。

（
39
）	

内
務
府
檔
案
、
内
務
府
奏
案
〇
五－

一
〇
七
四－
〇
〇
八
、
総
管
内
務
府
為
再
行
酌
議
火
班
章
程
奏
案
清
冊
、
嘉
慶
二
四
年
一
一
月
一
七
日
、
計
開
第
八
条

	

一
。
紫
禁
城
内
倘
有
伝
用
機
桶
之
事
、
距
各
庫
切
近
者
、
応
令
各
庫
官
員
・
司
庫
報
明
管
門
大
臣
、
投
遞
職
名
進
内
、
在
本
処
看
守
防
範
。

（
40
）	

内
務
府
檔
案
、
内
務
府
奏
案
〇
五－

一
〇
七
四－

〇
〇
八
、
総
管
内
務
府
為
再
行
酌
議
火
班
章
程
奏
案
清
冊
、
嘉
慶
二
四
年
一
一
月
一
七
日
、
計
開
第
七
条

	

一
。
紫
禁
城
内
内
務
府
各
司
各
庫
所
轄
処
所
較
多
、
均
有
責
守
、
必
須
令
該
管
司
員
等
進
内
、
方
無
胎
誤
。
若
一
概
准
其
進
内
、
未
免
人
数
衆
多
、
除
内
務

府
堂
郎
中
・
堂
主
事
・
堂
筆
帖
式
・
都
虞
司
官
員
・
驍
騎
校
官
員
・
内
管
領
・
副
内
管
領
・
番
役
・
道
上
蘇
拉
等
、
各
有
応
行
伝
喚
督
催
統
率
防
範
之
責
、

准
其
在
啓
放
之
門
投
遞
職
名
放
進
外
、
其
余
各
処
官
員
筆
帖
式
等
一
概
不
准
放
入
。

（
41
）	

国
立
故
宮
博
物
院
蔵
、
軍
機
処
奏
摺
録
副
（
軍
機
処
摺
件
）
一
〇
六
九
〇
九
、
総
管
内
務
府
、
同
治
一
〇
年
四
月
一
日
。
ま
た
、
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館

編
『
咸
豊
同
治
両
朝
上
諭
檔
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
）
二
一
冊
二
二
五
（
文
献
序
数
）、
拠
総
管
内
務
府
咨
称
。

（
42
）	

軍
機
処
奏
摺
録
副
奏
摺
一
〇
六
九
二
八
、
歩
軍
統
領
衙
門
為
片
覆
事
、
同
治
一
〇
年
四
月
一
日
。
ま
た
『
咸
豊
同
治
両
朝
上
諭
檔
』
二
一
冊
二
二
六
、
拠

歩
軍
統
領
衙
門
府
咨
称
。

東
洋
史
論
集
四
七
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（
43
）	

軍
機
処
録
副
奏
摺
一
〇
六
九
五
二
、
照
繕
歩
軍
統
領
衙
門
咨
開
器
具
清
単
、
同
治
年
間
。
ま
た
『
咸
豊
同
治
両
朝
上
諭
檔
』
二
一
冊
二
二
七
、
同
治
一
〇

年
。

（
44
）	

『
咸
豊
同
治
両
朝
上
諭
檔
』
二
一
冊
二
二
八
、
交
内
務
府
・
歩
軍
統
領
衙
門
・
軍
機
大
臣
面
奉
諭
旨
、
同
治
一
〇
年
四
月
三
日
。

（
45
）	

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
編
『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
）
第
一
四
冊
一
三
五
六
（
文
献
序
数
）、
光
緒
一
四
年
一
二

月
一
七
日
内
閣
奉
上
諭
。
李
鵬
年
「
貞
度
門
失
火
案
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
九
八
二－

一
〇
）。

（
46
）	

『
申
報
』
光
緒
一
五
年
一
月
一
三
日
、
京
師
紀
事
。

（
47
）	

『
申
報
』
光
緒
一
五
年
一
月
一
四
日
、
茶
庫
飛
災
、
及
び
続
述
太
和
門
火
災
事
。

（
48
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
四
冊
一
三
九
一
、
光
緒
一
四
年
一
二
月
二
二
日
、
交
歩
軍
統
領
衙
門
本
日
軍
機
大
臣
面
奉
諭
旨
。

（
49
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
四
冊
一
三
六
二
、
光
緒
一
四
年
一
二
月
一
七
日
、
交
内
務
府
・
歩
軍
統
領
衙
門
本
日
軍
機
大
臣
面
奉
諭
旨
。

（
50
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
一
条

	

一
。
火
班
官
兵
宜
統
帰
一
項
、
以
専
責
成
也
。
査
現
行
章
程
、
禁
城
内
、
毎
日
歩
軍
統
領
衙
門
官
三
員
、
歩
甲
一
百
名
、
内
務
府
護
軍
八
名
、
坡
甲
・
蘇
拉

各
二
十
名
、
鑾
儀
衛
官
一
員
、
校
尉
三
十
名
、
共
一
百
八
十
二
員
名
、
東
西
華
門
外
大
連
房
、
設
官
二
員
、
領
催
二
名
、
坡
甲
・
蘇
拉
各
四
十
名
。
査
此
項

兵
丁
集
凑
而
成
、
漫
無
統
属
、
分
歴
各
処
、
稽
査
難
週
、
遂
至
奉
行
日
久
、
盡
成
具
文
、
且
一
切
激
桶
器
具
、
年
久
失
修
、
亦
多
不
堪
適
用
、
遇
有
緊
急
、

難
期
得
力
。
今
擬
稍
為
変
通
辦
法
、
将
火
班
兵
丁
、
除
歩
軍
兵
丁
一
百
名
、
仍
照
旧
値
班
外
、
其
余
護
軍
営
・
鑾
儀
衛
各
処
凑
集
之
兵
、
令
其
均
帰
原
処
當

差
、
専
由
内
務
府
蘇
拉
処
、
挑
選
年
力
精
壮
民
役
蘇
拉
二
百
名
、
充
當
激
桶
兵
之
差
、
不
派
別
項
差
使
、
分
為
両
班
、
五
日
一
換
。
另
選
蘇
拉
頭
目
二
十

名
、
充
當
激
桶
嘴
子
之
差
、
隨
班
更
替
、
毎
日
晩
間
演
習
一
次
、
演
畢
将
激
桶
全
行
添
水
、
以
備
次
日
激
打
、
如
此
逐
日
演
練
、
自
能
日
久
熟
習
。

（
51
）	

『
申
報
』
光
緒
一
五
年
五
月
四
日
、
御
園
午
景
。

（
52
）	

『
申
報
』
光
緒
一
五
年
五
月
一
三
日
、
瀛
洲
淑
景
。

（
53
）	

九
月
一
日
は
『
申
報
』
光
緒
一
五
年
八
月
七
日
、
燕
京
雜
紀
に
よ
り
、
九
月
一
六
日
は
『
申
報
』
光
緒
一
五
年
九
月
一
八
日
、
皇
都
鯉
信
に
よ
る
。

（
54
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
四
条

	

一
。
新
設
激
桶
官
兵
宜
酌
量
籌
給
口
分
也
。
新
設
民
役
蘇
拉
本
無
銭
糧
、
今
既
派
充
激
桶
兵
丁
、
責
以
逐
日
演
習
、
分
班
住
宿
、
自
応
優
給
口
糧
、
以
資
津

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
（
堀
地
）
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貼
。
今
擬
将
激
桶
官
毎
名
日
給
口
分
銀
二
銭
、
激
桶
兵
頭
目
毎
名
日
給
口
分
銀
一
銭
五
分
、
激
桶
兵
毎
名
日
給
口
分
銀
一
銭
、
均
照
本
日
該
班
官
兵
之
人
数

開
放
。

（
55
）	
内
務
府
檔
案
、
内
務
府
奏
案
〇
五－

〇
九
七
〇－

〇
六
九
、
総
管
内
務
府
福
錕
、
光
緒
一
五
年
一
〇
月
三
〇
日

	

現
査
自
立
班
後
、
該
官
兵
等
均
在
年
力
強
壮
、
毎
日
演
習
激
打
練
準
、
及
担
運
筐
水
、
用
力
居
多
、
似
較
別
項
値
班
差
使
、
労
逸
不
同
。
現
値
米
価
低
昂
無

定
、
該
官
兵
等
令
星
購
買
、
其
価
尤
昂
、
実
属
不
敷
食
用
。
臣
等
欽
奉
諭
旨
、
認
真
整
頓
、
當
此
設
立
之
初
、
不
敢
不
斟
酌
盡
善
、
拠
実
陳
明
、
惟
有
仰
懇

恩
施
、
将
該
官
兵
一
百
十
四
員
名
、
除
毎
日
各
給
米
八
合
外
、
擬
再
加
添
四
合
、
以
足
兵
食
。

（
56
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
三
条

	

一
。
値
班
処
所
擬
稍
為
更
換
也
。
査
歩
軍
統
領
衙
門
原
設
官
三
員
・
歩
甲
一
百
名
、
在
武
英
殿
前
値
房
住
宿
、
内
務
府
坡
甲
・
蘇
拉
等
在
東
西
華
門
外
大
連

房
内
分
設
。
現
今
内
務
府
之
兵
、
既
改
為
専
用
蘇
拉
一
項
、
自
応
宜
在
禁
城
以
内
値
宿
、
歩
甲
由
外
統
轄
、
自
応
在
禁
城
以
外
値
宿
。
今
擬
将
武
英
殿
前
値

房
、
改
為
新
設
之
内
務
府
激
桶
兵
住
班
之
所
、
其
歩
軍
営
歩
甲
一
百
名
移
於
東
西
華
門
外
大
連
房
、
各
分
五
十
名
、
東
西
住
宿
。
城
内
之
兵
逐
日
晩
間
在
内

演
習
、
城
外
之
兵
逐
日
晩
間
在
外
演
習
、
均
帰
派
出
之
稽
査
、
火
班
大
臣
統
轄
調
遣
、
以
専
責
成
。

（
57
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
五
条

	

一
。
内
外
兵
丁
宜
各
派
妥
員
管
轄
也
。
査
内
務
府
激
桶
兵
既
専
用
蘇
拉
充
當
、
自
応
仍
派
蘇
拉
処
之
内
管
領
管
轄
。
今
擬
揀
派
関
防
衙
門
差
務
熟
習
之
内
管

領
二
員
・
副
内
管
領
四
員
、
亦
籌
給
口
分
、
輪
流
値
班
、
新
設
激
桶
兵
丁
責
其
管
轄
教
練
。
其
歩
軍
統
領
衙
門
歩
甲
一
百
名
、
亦
由
歩
軍
統
領
衙
門
揀
派
妥

実
地
面
官
四
員
、
亦
籌
給
口
分
、
輪
流
値
班
、
歩
甲
激
桶
兵
丁
責
其
管
轄
教
練
。

（
58
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
六
条

	

一
。
新
設
激
桶
兵
宜
請
簡
派
大
臣
統
率
也
。
査
向
章
火
班
官
兵
、
並
無
大
臣
専
管
、
一
切
勤
惰
漫
無
考
覈
。
今
既
専
立
処
所
、
擬
請
欽
派
大
臣
数
員
作
為
専

管
、
各
該
処
官
員
兵
丁
均
帰
其
統
轄
、
毎
日
督
飭
該
官
兵
演
習
器
具
、
並
稽
査
値
班
人
数
、
官
員
如
有
疏
懈
、
由
該
大
臣
奏
参
、
兵
丁
如
有
曠
誤
、
由
該
大

臣
責
革
。

（
59
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
八
条

	

一
。
各
門
値
班
官
兵
宜
遵
旧
章
遇
事
聴
調
也
。
査
例
載
、
午
門
等
十
四
処
、
値
班
護
軍
遇
事
、
不
准
派
撥
。
其
左
翼
門
等
二
十
三
処
、
護
軍
如
遇
有
事
、
毎

東
洋
史
論
集
四
七

－54－



処
撥
派
護
軍
二
名
、
由
値
班
章
京
統
帯
内
務
府
朱
車
三
十
二
処
、
各
撥
派
坡
甲
二
名
、
由
値
班
驍
騎
校
統
帯
。
今
擬
仍
遵
旧
例
撥
派
、
均
帰
統
率
大
臣
督

率
、
俾
有
遵
循
。

（
60
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
二
条

	

一
。
激
桶
器
具
均
宜
添
置
也
。
査
旧
設
激
桶
制
様
稍
小
、
原
不
甚
適
用
、
又
加
以
年
久
失
修
、
間
有
損
壊
、
一
切
器
具
諸
多
不
斉
。
今
擬
倣
照
水
会
局
規

模
、
採
買
頭
号
洋
激
桶
四
架
・
二
号
四
架
・
号
衣
三
百
二
十
件
・
長
杆
号
灯
三
十
二
枝
・
提
杆
小
灯
一
百
六
十
箇
・
催
水
旗
八
十
杆
・
隨
上
油
水
筐
八
十

副
・
另
備
水
筐
一
百
二
十
副
・
長
短
木
梯
各
四
架
・
長
杆
水
笸
籮
八
十
副
・
抬
水
笸
籮
八
分
・
鉄
矛
八
副
・
撓
鈎
二
十
杆
・
柳
罐
八
十
箇
・
鉄
鋸
八
副
・
鐝

頭
二
十
把
・
以
備
応
用
。
並
於
附
近
値
班
処
所
、
由
内
務
府
択
選
房
間
数
処
、
作
為
存
儲
之
所
、
如
有
残
缺
、
随
時
呈
報
、
由
内
務
府
派
員
修
理
。

（
61
）	

『
光
緒
宣
統
両
朝
上
諭
檔
』
第
一
五
冊
一
三
九
、
和
碩
礼
親
王
世
鐸
等
、
光
緒
一
五
年
正
月
二
九
日
、
光
緒
一
五
年
火
班
章
程
第
七
条

	

一
。
各
処
吉
祥
缸
、
宜
随
時
添
水
也
。
禁
城
内
原
設
吉
祥
缸
、
向
分
冬
夏
、
随
時
添
水
。
査
宮
内
吉
祥
缸
、
関
防
衙
門
内
管
領
、
尚
遵
循
旧
制
、
率
領
蘇

拉
、
進
内
添
水
、
惟
三
殿
以
前
外
囲
吉
祥
缸
、
因
年
久
廃
弛
、
多
不
上
水
。
擬
自
定
章
以
後
、
除
内
囲
仍
遵
旧
制
、
帰
関
防
衙
門
督
飭
添
水
外
、
其
外
囲
各

缸
、
即
責
成
新
設
之
激
桶
処
蘇
拉
、
於
毎
日
輪
流
按
処
、
将
水
添
足
、
並
派
司
員
四
員
、
五
日
一
査
。

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
八
Ｈ
〇
〇
七
〇
の
資
助
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

清
代
紫
禁
城
の
消
防
組
織
（
堀
地
）
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